
親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義

北
米
開
教
区
に
お
け
る
布
教
活
動
経
験
に
も
と
づ
い
て

藤
原
ワ
ン
ド
ラ

睦

は
じ
め
に

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』「（
以
下
、『
教
行
証
文
類
』
と
略
す
）「
証
文
類
」

の
冒
頭
に
お
い
て
、
親
鸞
は
「
然
煩
悩
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
群
萌
、
獲

往

相
回
向
心
行
、

時
入

大
乗
正
定
聚
之
数
。
住

正
定
聚

故
必
至

滅
度①

。

（
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、

即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。）」
と
述
べ
、
往
相
回
向
の
行
信
を
獲

る
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
り
、
必
ず
滅
度
に
至
る
と
説
示
し
て
い
る
。
浄

土
教
の
伝
統
に
お
い
て
正
定
聚
の
位
は
浄
土
に
往
生
し
て
獲
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
親
鸞
は
浄
土
三
部
経
や
七
高
僧
の
論
・
釈
を
深
く
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
顕
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
解
釈
と
い
え
る

「
現
生
正
定
聚
」
と
い
う
教
義
を
展
開
し
た
。
そ
の
独
自
な
教
義
と
は
、
信
一

念
の
現
生
に
お
い
て
往
生
即
成
仏
が
決
定
す
る
正
定
聚
の
位
に
入
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
主
張
は
『
末
灯
鈔
』
第
一
通
の
な
か
で
「
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
き
往

生
ま
た
さ
だ
ま
る
な
り②

。」
と
い
わ
れ
、『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
「
正
定
聚
」

の
左
訓
に
「
必
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
と
な
れ
る
と
な
り③

」
と
さ
れ
、
ま
さ
し
く

成
仏
に
定
ま
っ
た
位
を
意
味
す
る
。

北
米
開
教
区
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
布
教
活
動
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
あ

る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
、
も
の
ご
と
は
変
化
し
頼
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
「
執

着
す
る
な
」
と
伝
統
的
に
理
解
さ
れ
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
仏
教
で
は
無
常
だ

か
ら
こ
そ
、
現
世
主
義
を
強
調
す
る
場
合
が
多
い④

。
現
実
思
想
を
重
視
す
る
ア

メ
リ
カ
人
の
価
値
観
か
ら
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
正
定
聚
を
現
生
往
生
や
滅
度

密
益
、
ま
た
聖
道
門
的
理
解
で
あ
る
即
身
是
仏
や
即
身
成
仏
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、
そ
の
点
に
関
し
て
親
鸞
の
著
作
を
中
心
に
正
確
な

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
親
鸞
が
「
現
生
正
定
聚
」
思
想
を
、
ど

の
よ
う
な
教
理
的
根
拠
、
歴
史
的
社
会
的
背
景
、
信
仰
体
験
に
よ
っ
て
成
立
さ

せ
、
そ
れ
は
親
鸞
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
教
え
は
、
現
代

を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
北
米
開
教
区
の

真
宗
門
徒
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
現
代
人
に
よ
る
「
現
生
正
定
聚
」
の

受
容
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義
を

考
察
す
る
。

六
一

親
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第
一
章
「
現
生
正
定
聚
」
思
想
の
成
立
根
拠
と
親
鸞
の
理
解

第
一
節

原
始
仏
教
経
典
に
お
け
る
「
正
定
聚
」

親
鸞
の
「
現
生
正
定
聚
」
思
想
の
成
立
根
拠
を
考
察
す
る
う
え
で
、「
正
定

聚
」
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、
最
古
の
記
載
と
し
て
は
、
漢
訳
で
は

『
長
阿
含
経⑤

』
第
八
巻
、
衆
縁
経
第
五
の
文
と
、
そ
れ
に
類
す
る
単
独
経
典
で

あ
る
『
大
集
法
門
経⑥

』
で
あ
る
と
さ
れ
、
仏
教
経
典
の
成
立
の
比
較
的
早
い
時

期
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る⑦

。
邪
定
聚
と
正
定
聚
と
不
定
聚

と
い
う
「
三
聚
」
の
い
う
集
号
名
詞
は
パ
ー
リ
語
に
よ
る
五
部
二
カ
ー
ヤ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
『
長
部
経
典
』（
デ
ィ
ー
ガ
・
ニ
カ
ー
ヤ
、D
ig
h
a
-n
ik
a
y
a

）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
等
誦
経
」（S

a n

・g
ıti-su

tta
n
ta

）
に
あ
り
、
そ
の
表
記
は

T
a
y
o ra

sı.
M
icch

a
tta
-n
iy
a
to ra

si,
sa
m
m
a
tta
-n
iy
a
to ra

si,
a
n
iy
a
to

 
ra
si. ⑧

と
な
っ
て
い
る
。
パ
ー
リ
語
のsa

m
m
a
tta
-n
iy
a
to ra

si,
m
icch

a
tta
-

n
iy
a
to ra

si,
a
n
iy
a
to ra

si

の
意
味
を
調
べ
て
み
る
と
、

sa
m
m
a
tta
-n
iy
a
to
 
ra
si

｜

正
定
聚
、
正
し
く
さ
と
り
を
得
る
こ
と

に
定
ま
っ
た
類
聚

m
icch

a
n
tta
-n
iy
a
to
 
ra
si

｜

邪
定
聚
、
さ
と
り
に
反
し
て
、
そ
こ

に
至
る
こ
と
の
で
き
な
い
類
聚

a
n
iy
a
to
 
ra
si

｜

不
定
聚
、
正
定
聚
と
も
邪
定
聚
と
も
未
だ
定
ま
ら

な
い
類
聚

と
あ
り
、
ま
た
「
正
定
聚
」
を
意
味
す
る

‘sa
m
m
a
tta
-n
iy
a
to
 
ra
si’

の
そ

れ
ぞ
れ
の
単
語
の
意
味
は
、’sa

m
m
a
tta
’ ＝
co
m
p
leten

ess,
p
erfectio

n

で
あ
り
、’n

iy
a
to
’ ＝
to
 
sto
p
,
sta
y
,
rem

a
in
,
fa
sten

,
‘ra
si’

＝
m
a
ss,

g
ro
u
p
,
n
u
m
b
er ⑨

で
、「
完
全
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
身
に
な
る
こ
と
」
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、「
正
定
聚
」
は
「
正
し
く
さ
と
り
を
得
る
こ
と

に
定
ま
っ
た
類
聚
」
と
し
て
理
解
で
き
る
。

親
鸞
は
こ
の
三
聚
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
を
著
作
の
な
か
で
用
い
、
ま
ず

は
、「
正
定
聚
」
の
語
を
『
教
行
証
文
類
』
の
「
信
文
類
」
の
標
挙
の
標
願
と

細
註
に
、「
至
心
信
楽
之
願

正
定
聚
之
機
」
と
し
、「
邪
定
聚
」、「
不
定
聚
」

を
「
化
身
土
文
類
」
に
お
い
て
「
至
心
発
願
之
願

邪
定
聚
機

雙
樹
林
下
往

生
」
ま
た
「
至
心
回
向
之
願

不
定
聚
機

難
思
往
生
」
と
記
し
て
い
る
。

「
正
定
聚
」
の
語
は
「
三
帖
和
讃
」
に
お
い
て
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

な
か
で
も
高
田
派
専
修
寺
蔵
国
宝
本
（
以
下
、「
国
宝
本
」
と
略
す
）『
浄
土
和

讃
』「
讃
阿
弥
陀

讃
」（
二
二
）
に
三
聚
の
語
を
す
べ
て
用
い
た
も
の
が
見
ら

れ
る
。安

楽
国
を
ね
が
ふ
ひ
と

正
定
聚
に
こ
そ
住
す
な
れ

邪
定
・
不
定
聚
く

に
に
な
し

諸
仏
讃
嘆
し
た
ま
へ
り

同
和
讃
の
「
邪
定
」
と
「
不
定
聚
」
に
は
国
宝
本
と
高
田
派
専
修
寺
蔵
顕
智
上

人
書
写
本
（
以
下
略
し
て
顕
智
本
）
に
は
入
念
な
左
訓
が
施
さ
れ
て
あ
る
。
ま

た
、
三
聚
の
「
邪
聚
」「
不
定
聚
」
お
よ
び
「
正
定
聚
」
に
つ
い
て
は
、『
一
念

多
念
文
意
』
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

『
経
』（
大
経
巻
下
）
に
「
無
諸
邪
聚
及
不
定
聚
」
と
い
ふ
は
、「

」
は

な
し
と
い
ふ
。「
諸
」
は
よ
ろ
づ
の
こ
と
ゝ
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。「
邪
聚
」

と
い
ふ
は
、
雑
行
雑
修
万
善
諸
行
の
ひ
と
、
報
土
に
は
な
け
れ
ば
な
り
と

六
二



い
ふ
な
り
。「
及
」
は
お
よ
ぶ
と
い
ふ
。「
不
定
聚
」
は
、
自
力
の
念
佛
、

疑
惑
の
念
佛
の
人
は
、
報
土
に
な
し
と
い
ふ
な
り
。
正
定
聚
の
人
の
み
真

実
報
土
に
む
ま
る
れ
ば
な
り
。

す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
三
聚
の
理
解
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
な
る
。

正
定
聚
の
人
…
…
…
真
実
報
土
に
生
ま
れ
る
人
（『
大
経
』
第
十
八
願
の

機
）

邪
定
聚
の
人
…
…
…
自
力
雑
行
雑
修
万
善
諸
行
の
人
（『
観
経
』
第
十
九

願
の
機
）

不
定
聚
の
人
…
…
…
自
力
の
念
仏
の
人
、
疑
惑
の
念
仏
の
人
（『
阿
弥

陀
経
』
第
二
十
願
の
機
）

第
二
節

大
乗
仏
教
経
典
に
お
け
る
「
正
定
聚
」

「
正
定
聚
」
の
語
や
そ
れ
を
意
味
す
る
語
は
、
大
乗
仏
教
経
典
以
前
の
部
派

仏
教
で
あ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』（
曇

摩
耶
舎
・
曇
摩

多
等
訳
、
四
一
四
〜
四
一
五
年
頃
訳
）
で
は
、
正
定
聚
と
は
正

決
定
の
人
、
あ
る
い
は
聖
五
根
を
す
で
に
得
た
人
の
こ
と
、
邪
定
聚
は
五
無
間

業
を
作
っ
た
人
の
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
報
果
を
受
け
て
い
な
い
人
を
不
定
人

と
し
、
前
者
二
者
で
な
い
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
倶
舎
論
』（
三
〇
巻
、
世
親

造
、
玄

訳
、
六
五
一
年
訳
）
で
は
、
正
性
定
聚
の
こ
と
で
、
一
切
の
煩
悩
を

余
す
こ
と
な
く
断
じ
た
と
こ
ろ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
『
成
実
論
』

（
十
六
巻
、
訶
梨
跋
摩
造
、
鳩
摩
羅
什
訳
、
四
一
一
年
訳
）
で
は
、「
正
定
聚
」
は

「
泥

」（n
irv
a
n

・a

）
へ
の
道
に
入
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
初
期
大
乗
仏
教

経
典
の
般
若
経
で
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
密
経
巻
第
十
七
』（
後
秦
龜
玆
国
三
藏

鳩
摩
羅
什
訳
）
に
、
菩
薩
が
六
波
羅
蜜
行
を
行
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
国
土
を

浄
め
、
邪
聚
の
衆
生
が
い
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
誓
願
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
妙
法
蓮
華
経
巻
第
七
』（
後
秦
龜
玆
国
三
藏
鳩
摩
羅
什
訳
）
普
賢
菩
薩
勧

発
品
第
二
八
で
は
、「
入
正
定
聚
」
は
四
法
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
。
梵
語

『
法
華
経
』（S

a
d
d
h
a
rm
a
-p
u
n

・d

・a
rık
a
-su
tra
m

）
で
「
入
正
定
聚
」
の
語
は
、

“n
iy
a
ta
-ra
si-v

y
a
v
a
sth
ita
”

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
は
「
安
処

に
入
る
こ
と
が
決
定
し
た
人
び
と
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
表
現
は
「
正
定
聚
」
の

梵
語
表
現
と
そ
の
意
味
を
把
握
す
る
う
え
で
は
、
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
浄
土
教
の
基
礎
経
典
と
し
て
、
そ
の
発
展
の
中
核
を
担
っ
た
『
無

量
寿
経
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
魏
訳
の
『
無
量
寿
経
』・
唐
訳
の
『
如
来
会
』・
宋

訳
の
『
荘
厳
経
』
に
お
い
て
、
類
似
し
た
「
正
定
聚
」
の
表
現
が
と
ら
れ
て
い

る
が
、
魏
訳
の
『
無
量
寿
経
』
よ
り
古
い
漢
訳
と
さ
れ
て
い
る
『
阿
弥
陀
三
耶

三
仏
薩
楼
仏
壇
過
度
人
道
経
』（
以
下
、『
大
阿
弥
陀
経
』
と
略
す
）
や
『
無
量
清

浄
平
等
覚
経
』（
以
下
、『
平
等
覚
経
』
と
略
す
）
で
は
、
第
十
一
願
の
漢
訳
に
お

い
て
「
正
定
聚
」
に
相
当
す
る
表
現
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
古
く
形

成
さ
れ
た
無
量
寿
経
で
は
、
仏
国
土
に
生
ま
れ
た
者
が
「
正
定
聚
に
住
す
る
」

と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節

親
鸞
の
「
現
生
正
定
聚
」
の
理
解

親
鸞
に
よ
る
「
現
生
正
定
聚
」
思
想
展
開
の
根
拠
は
、
あ
く
ま
で
浄
土
経
典

や
菩
薩
に
よ
る
論
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
独
断
的
な
も
の
で
は
な

六
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い
。
現
生
に
お
け
る
正
定
聚
を
示
唆
す
る
文
証
と
し
て
は
『
大
経
』「
流
通
文
」

に
お
い
て
、「
若
有

衆
生
、
聞

此
経

者
、
於

無
上
道
、
終
不

退
転
。」
と

説
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
『
阿
弥
陀
経
』「
証
誠
段
」
で
は
、
阿
弥
陀
仏

国
に
生
れ
た
い
と
已
に
願
い
、
ま
た
は
今
願
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
願
う
な

ら
、
み
な
こ
の
上
な
い
悟
り
に
向
か
っ
て
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
位
に
至
り
、

そ
の
国
に
已
に
生
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
今
生
れ
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら

生
れ
る
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け

る
往
生
者
が
語
ら
れ
て
い
て
、
現
生
に
お
い
て
「
正
定
聚
」
を
解
釈
す
る
根
拠

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
証
文
類
」
で
「
異
訳
の
大
経
」
で
あ
る
『
如
来
会
』
の
第
十
一
願

成
就
文
に
あ
る
「
彼
国
衆
生
、
若
当
生
者
」
を
「
か
の
国
の
衆
生
、
も
し
ま
さ

に
生
れ
ん
も
の
」
と
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
定
聚
の
機
と
は
単
に
浄
土
に
往

生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
浄
土
に
往
生
す
る
も
の
と
い
う
意
味
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
正
定
聚
に
住
す
る
の
は
現
生
に
お
い
て
可
能
で

あ
る
と
し
た
。
こ
の
主
張
は
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
お
い
て
、『
如
来

会
』
の
十
一
願
成
就
文
の
「
彼
国
衆
生
、
若
當
生
むまれむ者

（
か
の
国
の
衆
生
と
、
も

し
ま
さ
に
生
れ
ん
も
の29

）」
と
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
魏
訳
の
『
無
量
寿
経
』
に

あ
る
「
其
有

衆
生
、
生むまれむ
彼
国

者
（
そ
れ
衆
生
あ
つ
て
、
か
の
国
に
生
れ
ん
も

の
）」
の
「
生
」
を
「
む
ま
れ
む
」
と
読
ん
で
、
正
定
聚
の
機
に
は
、
こ
れ
か

ら
浄
土
に
往
生
す
る
も
の
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
顕
か
に
し
た
。

親
鸞
は
「
証
文
類
」
で
こ
の
『
如
来
会
』
の
引
用
の
あ
と
、
曇
鸞
の
『
無
量
寿

経
優
婆
堤
舎
願
生

註
』（
以
下
、『
論
註
』
と
略
す
）
か
ら
「『
浄
土
論
』
曰
、

「
荘
厳
妙
聲
功
徳
成
就
者
、

言

梵
聲
悟
深
遠
微
妙
聞
十
方
故
。
此
云
何
不
思

議
。
経
言
、
若
人
但
聞

彼
国
土
清
浄
安
楽
、
剋
念
願

生
、
亦
得

往
生
、
即

入

正
定
聚
。
此
是
国
土
名
字
為

佛
事
。
安
可

思
議
。」
と
引
用
し
て
、
正
定

聚
の
機
に
は
現
生
に
お
い
て
剋
念
願
生
す
る
も
の
（
未
往
生
者
）
と
、
浄
土
に

往
生
し
た
も
の
（
既
往
生
者
）
の
二
種
類
が
あ
る
と
転
釈
を
行
っ
て
い
る
。
同

内
容
に
つ
い
て
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
お
よ
び
『
一
念
多
念
文
意
』
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。

親
鸞
が
正
定
聚
に
住
す
る
の
は
現
生
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る

根
拠
と
し
て
は
、
さ
ら
に
七
高
僧
の
第
一
祖
で
あ
る
龍
樹
菩
薩
と
前
述
し
た
第

三
高
僧
の
曇
鸞
の
書
物
の
内
容
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

爾
者
獲

真
実
行
信

者
、
心
多

歓
喜

故
是
名

歓
喜
地
。
是
喩

初
果

者
、
初
果
聖
者
、
尚
睡
眠
懶
堕
不

至

二
十
九
有
。
何
況
十
方
群
生
海
、

帰

命
斯
行
信

者
摂
取
不

捨
。
故
名

阿
弥
陀
佛
。
是
曰

他
力
。
是
以

龍
樹
大
士
（
十
住
論
巻
五
易
行
品
）
曰

「
即
時
入
必
定
」。
曇
鸞
大
師

（
論
註
巻
上
意
）
云

「
入
正
定
聚
之
数
」。
仰
可

憑

斯
。
専
可

行

斯
也
。

親
鸞
に
い
た
る
仏
教
の
流
れ
に
お
け
る
理
解
で
は
、
正
定
聚
と
は
菩
薩
の
階
位

の
十
地
位
の
初
め
の
位
で
あ
る
四
十
一
階
位
あ
る
い
は
成
仏
決
定
位
で
あ
る
八

地
と
さ
れ
る
が
、
親
鸞
は
「
行
巻
」
に
お
い
て
真
実
の
行
信
を
獲
れ
ば
歓
喜
地

に
至
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
歓
喜
地
」
の
言
葉
は
「
行
巻
」
に
お
い
て
は
右

の
箇
所
と
「
正
信
念
仏

」
の
な
か
の
二
カ
所
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

厳
密
な
菩
薩
の
四
十
一
階
位
を
示
す
の
で
は
な
く
、
真
実
の
行
信
を
獲
た
も
の

の
境
地
を
表
現
し
た
も
の
で
、「
不
退
転
地
」、「
等
覚
の
位
」「
一
生
補
処
の
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位
」、
ま
た
「
便
同
弥
勒
」
と
同
意
義
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
引
用
文
に
あ

る
龍
樹
菩
薩
の
「
即
時
入
必
定
」
は
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』「
易
行
品
」
の
「
弥

陀
章
」
に
あ
り
、
龍
樹
菩
薩
は
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
無
量
力
功
徳

を
信
じ
る
人
は
、
現
生
に
お
い
て
即
座
に
入
必
定
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
位
に

入
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
、「
正
信

」
の
「
龍
樹
章
」
で
は
、

「
憶
念
弥
陀
佛
本
願

自
然
即
時
入
必
定
（
弥
陀
仏
の
本
願
を
憶
念
す
れ
ば
、
自

然
に
即
の
時
必
定
に
入
る
）」
と
示
さ
れ
、「
必
定
に
い
る
と
い
ふ
は
、
ま
こ
と

に
念
ず
れ
ば
か
な
ら
ず
正
定
聚
に
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
」
と
理
解
さ
れ
た
。
曇

鸞
の
「
入
正
定
聚
之
数
」
の
文
は
、『
論
註
』
の
冒
頭
で
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
内
容
は
菩
薩
が
阿
毘
跋
致
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
位
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
難

行
道
と
易
行
道
の
二
つ
に
道
が
あ
る
が
、「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
に
阿
毘

跋
致
を
求
め
る
の
は
難
で
あ
る
の
で
、
信
仏
因
縁
に
よ
っ
て
阿
毘
跋
致
に
至
る

易
行
道
を
勧
め
る
な
か
で
、
曇
鸞
は
天
親
菩
薩
の
著
し
た
『
無
量
寿
経
優
婆
堤

舎
願
生

』（
浄
土
論
）
の
教
え
を
「
上
衍
の
極
致
、
不
退
の
風
航
」
と
し
て
、

五
濁
無
仏
の
時
代
に
お
い
て
必
ず
さ
と
り
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
「
阿
毘
跋

致
」
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
位
に
入
る
こ
と
を
『
論
註
』
の
主
眼
と
し
た
。
ま
た
、

曇
鸞
は
『
論
註
』
巻
下
、「
利
行
満
足
章
」
に
お
い
て
「
入

大
乗
正
定
聚
、
近

阿

多
羅
三

三
菩
提
。
入

浄
土

已
更
入

如
来
大
会
衆
数
。」
と
示
し
、
大

乗
正
定
聚
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
阿

多
羅
三

三
菩
提
と
い
う
涅
槃
の
真
因

に
近
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
往
生
す
る
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
の
聖
衆
の
仲
間
に

入
る
こ
と
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

こ
の
章
で
は
、
浄
土
教
の
伝
統
的
理
解
で
あ
っ
た
彼
土
に
お
け
る
正
定
聚
の

思
想
を
現
生
に
お
い
て
展
開
可
能
で
あ
る
と
解
釈
し
た
論
理
の
根
拠
を
浄
土
経

典
と
論
釈
を
中
心
に
考
察
し
た
。
親
鸞
は
名
号
を
聞
思
す
る
獲
信
の
一
念
同
時

に
「
即
得
往
生
住
不
退
転
」
の
正
定
聚
の
益
を
得
る
と
い
う
信
益
同
時
の
義
を

顕
か
に
し
た
。
内
藤
知
康
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
親
鸞
の
「
正
定
聚
」

に
関
す
る
独
創
的
な
発
揮
と
は
、
従
来
の
見
解
で
の
命
終
以
前
（
現
生
）＝

往

生
以
前＝

此
土
、
命
終
以
後
（
来
生
）＝

往
生
以
後＝

彼
土
と
い
う
構
図
に
お

い
て
、
そ
れ
ま
で
命
終
以
後
（
来
生
）＝

往
生
以
後＝

彼
土
に
お
い
て
語
ら
れ

て
い
た
住
正
定
聚
を
、
命
後
以
前
（
現
生
）＝

往
生
以
前＝

此
土
に
お
い
て
語

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。」
親
鸞
が
「
証
文
類
」
の
冒
頭
で
述
べ
る
よ
う
に
往
相

回
向
の
行
信
を
獲
る
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
説

示
は
、
往
生
後
に
成
仏
し
滅
度
に
至
る
こ
と
が
決
定
す
る
事
態
で
あ
り
、
そ
の

方
向
性
は
現
世
に
お
け
る
入
正
定
聚
か
ら
来
世
の
滅
度
へ
と
向
か
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

第
二
章

現
実
の
救
い
と
し
て
の
「
現
生
正
定
聚
」

の
主
張
と
そ
の
理
由

こ
の
章
で
は
、
聖
教
に
お
い
て
正
定
聚
の
機
が
受
け
る
現
生
で
の
利
益
と
現

実
の
救
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
表
現
と
主
張
は
、
親
鸞

に
と
っ
て
何
を
意
味
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、

正
定
聚
の
機
が
信
益
同
時
に
受
け
る
利
益
と
し
て
現
生
十
種
益
の
説
示
が
「
信

文
類
」
信
一
念
釈
に
述
べ
ら
れ
る
。
最
後
の
入
正
定
聚
の
益
は
総
益
と
呼
ば
れ
、

そ
の
内
実
は
別
益
と
呼
ば
れ
る
一
か
ら
九
で
あ
り
、
普
賢
大
円
氏
に
よ
れ
ば
、

六
五

親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義



「
そ
れ
ぞ
れ
の
別
益
は
正
定
聚
の
益
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
限
り
な
い
尊
い

宗
教
的
生
命
の
内
容
を
選
び
出
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
ま
た
、
親
鸞
が
自
己
の
信
仰
経
験
を
通
し
て
獲
信
し
た
宗
教
的
法
悦
の

す
が
た
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

正
定
聚
の
機
は
「
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
」、「
善
き
親
友
」、「
便
同
弥
勒
」
ま
た

「
如
来
と
等
し
」
と
表
現
さ
れ
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
受
け
る
利
益
が
讃
え
ら
れ
る
。

「
信
文
類
」
便
同
弥
勒
釈
の
御
自
釈
に
お
い
て
、「
真
知
弥
勒
大
士
窮

等
覚
金

剛
心

故
、
龍
華
三
会
之
暁
、
当

極

上
覚
位
。
念
仏
衆
生
窮

横
超
金
剛
心

故
、
臨
終
一
念
之
夕
、
超

証
大
般
涅
槃
。
故
曰

便
同

也
。」
と
述
べ
て
、
等

覚
の
最
高
位
の
菩
薩
で
あ
る
弥
勒
は
自
力
聖
道
門
の
金
剛
心
に
よ
っ
て
、
龍
華

三
会
の
暁
を
も
っ
て
一
生
が
終
わ
っ
た
と
き
に
妙
覚
の
仏
果
を
証
す
る
が
、
真

仏
弟
子
で
あ
る
正
定
聚
の
機
は
横
超
の
金
剛
心
に
よ
っ
て
臨
終
の
一
念
に
浄
土

に
往
生
し
て
仏
果
で
あ
る
大
般
涅
槃
を
証
す
る
と
し
て
、
結
果
的
に
は
、
両
方

と
も
無
上
覚
位
を
悟
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
正
定
聚
の
機
も
等
覚
の
弥
勒
と
同

じ
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

正
定
聚
の
機
を
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
と
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
然
の
専

修
念
仏
を
非
難
し
た
鎌
倉
旧
仏
教
側
で
あ
っ
た
法
相
宗
の
貞
慶
や
華
厳
宗
の
明

恵
房
高
弁
へ
の
反
論
と
し
て
対
外
的
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は
正
定
聚

の
機
を
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
浄
土
教

の
専
修
念
仏
の
教
え
を
正
統
化
し
、
聖
道
仏
教
に
よ
る
『
法
華
経
』
思
想
の
竪

の
金
剛
心
の
菩
薩
で
あ
る
弥
勒
菩
薩
と
浄
土
教
の
他
力
横
超
の
信
心
の
正
定
聚

の
機
を
同
等
に
置
く
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
回
向
さ
れ
る
他
力
の
功
徳
を
讃

え
た
と
い
え
る
。
親
鸞
は
、
正
定
聚
の
機
を
便
同
弥
勒
に
留
ま
ら
ず
、『
華
厳

経
』
に
お
け
る
如
来
同
等
思
想
を
取
り
上
げ
て
、「『
華
厳
経
』
言
、「
聞

此
法

歓

喜
信
心
、

疑
者
、
速
成

上
道
。
與

諸
如
来

等
。」
と
し
、「
如
来

と
等
し
」
と
ま
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
引
文
に
つ
い
て
『
末
燈
鈔
』
第
四
通

で
、
成
就
文
で
述
べ
ら
れ
る
威
神
功
徳
と
は
名
号
が
も
つ
徳
で
あ
り
、
仏
正
覚

の
果
徳
が
成
就
さ
れ
た
名
号
が
回
向
さ
れ
、
領
受
さ
れ
る
信
一
念
同
時
に
、
正

定
聚
の
機
に
至
る
こ
と
よ
っ
て
「
如
来
と
等
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
お
い
て
、
親
鸞
は
他
力
回
向
の
信
心
を
獲
た
と

こ
ろ
の
正
定
聚
の
機
を
「
弥
勒
と
同
じ
」
と
表
現
し
、
ま
た
「
如
来
と
等
し
」

と
表
現
す
る
が
、「
同
じ
」、「
等
し
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
弥
勒
と

如
来
に
一
線
を
引
き
、
現
生
の
信
一
念
に
お
い
て
入
正
定
聚
す
る
こ
と
は
、
如

来
の
正
覚
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
親
鸞
の
厳
格
で
謙
虚
な
姿
勢
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

親
鸞
の
示
す
正
定
聚
の
救
い
と
は
、
信
心
獲
得
す
れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
心
光
に

摂
取
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
「
と
き
日
お
も
へ
だ
て
ず
正
定
聚
の
位
に
つ
き
さ
だ

ま
る
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
生
に
お
い
て
成
仏
決
定
要
期
の
身
に
定
ま

る
と
い
う
信
益
同
時
を
顕
す
。
現
生
の
利
益
は
、
あ
く
ま
で
も
入
正
定
聚
で
あ

り
、
往
生
成
仏
を
意
味
し
な
い
。
成
仏
は
往
生
後
の
彼
土
に
お
い
て
受
け
る
利

益
で
あ
り
、
親
鸞
は
臨
終
一
念
に
お
い
て
往
生
を
語
る
う
え
か
ら
も
の
、
往
生

と
い
う
事
態
は
現
生
に
お
い
て
説
か
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
と
い
え
る
。

ま
た
、「
等
正
覚
」、「
不
退
転
」、「
阿
毘
跋
致
」、「
阿
惟
越
致
」
や
「
次
如
弥

勒
」
の
言
葉
は
、「
仏
に
な
る
べ
き
身
と
な
る
」
と
い
う
「
正
定
聚
」
と
同
義
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語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
生
に
お
け
る
救
い
の
構
造
は
獲
信
に
よ

っ
て
摂
取
さ
れ
、
入
正
定
聚
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
こ
と
は
必
然

の
事
態
と
し
て
来
世
に
お
い
て
往
生
即
成
仏
も
導
か
れ
る
と
い
う
救
い
の
方
向

を
示
す
こ
と
に
な
る
。

親
鸞
が
顕
か
し
た
現
実
の
救
い
と
し
て
の
「
現
生
正
定
聚
」
の
主
張
が
何
を

意
味
す
る
の
か
を
考
え
る
と
、
二
〇
年
に
お
よ
ぶ
比
叡
山
で
の
修
行
に
も
か
か

わ
ら
ず
絶
望
の
境
地
に
い
た
親
鸞
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
出
会
い
、
聞
思
し

信
順
す
る
な
か
で
、
閉
ざ
さ
れ
た
救
い
の
道
が
開
か
れ
て
新
し
い
世
界
が
広
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
比
叡
山
で
の
修
行
生
活
も
決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、
本

願
へ
の
誘
因
で
あ
っ
た
と
肯
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
思
考
の
転
換
は
、

決
し
て
親
鸞
の
内
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
真
実
の
教
え
か
ら
与
え

ら
れ
起
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
願
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
罪
悪

性
が
よ
り
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
る
な
か
で
、
い
よ
い
よ
阿
弥
陀
仏
か
ら
の
絶
対

他
力
の
救
い
が
今
、
自
分
に
届
い
て
い
る
と
い
う
確
信
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
遇
い
難
く
聞
き
難
い
如
来
の
本
願
に
今
遇
う
こ
と
が
で
き
、
已

に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
確
信
と
摂
取
不
捨
に
抱
き
取
ら
れ
て
い
る
と
い

う
自
覚
が
現
生
に
お
い
て
顕
か
に
認
識
さ
れ
た
と
い
え
る
。
親
鸞
は
そ
の
思
い

を
『
教
行
証
文
類
』「
総
序
」
で
、「
誠
哉
、
摂
取
不
捨
真
言
、
超
世
希
有
正
法
、

聞
思
莫

遅
慮
。」
と
述
べ
、『
歎
異
抄
』
第
一
条
で
は
、「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議

に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
、
往
生
を
ば
と
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
念
仏
申
さ
ん

と
お
も
ひ
た
つ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
と
き
、
す
な
は
ち
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ

け
し
め
た
ま
ふ
な
り
。」
と
示
さ
れ
、
念
仏
の
心
が
湧
き
起
る
と
き
は
、
も
う

す
で
に
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
。

親
鸞
の
説
く
と
こ
ろ
の
現
生
で
正
定
聚
の
入
る
こ
と
と
、
成
仏
後
の
滅
度
の

仏
果
を
証
す
る
こ
と
は
一
益
法
門
で
は
な
く
、
現
当
二
益
で
あ
る
。
し
か
し
、

滅
度
の
さ
と
り
の
果
を
滅
度
密
益
と
す
る
異
義
の
誤
解
は
、
聖
浄
二
門
の
立
場

の
混
同
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
内
藤
知
康
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
現
生
に

お
い
て
往
生
・
成
仏
を
と
な
え
る
根
底
に
は
死
後
の
否
定
と
正
定
聚
を
未
完
成

な
も
の
と
し
、
正
定
聚
の
み
で
は
満
足
せ
ず
に
、
そ
の
欠
け
た
と
こ
ろ
を
補
完

し
よ
う
と
し
て
、
往
生
ま
た
は
成
仏
を
説
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
さ

れ
る
こ
と
に
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
否
定
し
難
い
人
間
と
し
て
の
凡
情

の
表
わ
れ
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
桐
渓
順
忍
氏
は
、
一
益
法
門
が
な
ぜ
浄
土

真
宗
で
は
異
安
心
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
私
案
と
し
て
、「
こ
れ
で
証
果
を
得

た
の
だ
と
い
う
思
想
は
、
人
間
の
生
活
を
固
定
化
し
て
、
生
活
の
前
進
の
動
き

を
停
止
す
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
親
鸞
は
、
正
定

聚
は
現
生
に
得
る
益
で
あ
り
、
滅
度
の
仏
果
は
臨
終
一
念
の
彼
土
の
益
と
し
、

正
定
・
滅
度
の
二
益
と
し
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
現
生
に
お
い
て
自
己
の
罪
悪
感
に
内
省
し
な
が
ら
も
、
今
、
救
わ
れ
る
よ
ろ

こ
び
を
感
じ
つ
つ
、
念
仏
者
と
し
て
現
実
を
生
き
抜
く
原
動
力
が
現
生
正
定
聚

論
か
ら
芽
生
え
て
く
る
と
考
え
る
。

第
三
章

「
現
生
正
定
聚
」
理
解
の
受
容
の
可
能
性

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
、
二
章
に
も
と
づ
い
て
、
親
鸞
が
今
、
救
わ

六
七

親
鸞
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学
に
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け
る
現
生
正
定
聚
の
意
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れ
る
よ
ろ
こ
び
と
説
示
し
た
「
現
生
正
定
聚
」
の
教
え
は
現
代
を
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。

村
上
速
水
氏
は
論
文
「
親
鸞
の
よ
ろ
こ
び

｜
現
生
正
定
聚
の
理
解
に
つ
い

て
｜
」
の
な
か
で
、「
現
世
が
充
実
し
て
い
て
こ
そ
、
来
世
も
必
然
的
に
充
実

す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
信
を
う
る
こ
と
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

往
生
浄
土
の
道
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
、
論
文
の
最
後
に

「
特
定
の
人
を
除
い
て
は
、
浄
土
往
生
を
願
求
す
る
こ
と
な
ど
期
待
す
べ
く
も

な
い
大
多
数
の
現
代
人
に
対
し
て
、
未
来
が
現
在
を
支
え
て
い
る
よ
う
な
正
定

聚
の
理
解
と
解
釈
は
、
何
ら
救
い
と
な
ら
な
い
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
一
九
七
三
年
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
三
十
年
前
の
そ
の
当
時
に
お
い
て
す
ら
、
浄
土
往
生
を
願
求
す
る
こ

と
な
ど
期
待
も
さ
れ
な
か
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
量
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
傾
向
は
、
よ
り
一
層
に
現
実
主
義
と
人
間
中
心
主
義
が
幅
を
き
か
せ
る
現

代
社
会
に
生
き
る
現
代
人
の
あ
い
だ
で
加
速
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
ろ
う
。
経
験
主
義
中
心
の
人
生
観
を
持
つ
一
般
の
現
代
人
に
と
っ

て
自
己
の
死
後
を
考
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
死
後
の
理

解
を
持
つ
こ
と
は
、
死
に
対
す
る
恐
怖
を
和
ら
げ
、
い
く
ら
か
の
安
心
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
死
後
の
こ
と
は
、

現
世
の
お
け
る
獲
信
に
よ
っ
て
必
然
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
の

が
親
鸞
で
あ
る
。
動
乱
期
の
鎌
倉
時
代
に
生
き
て
、
迷
い
か
ら
悟
り
の
道
を
求

道
し
続
け
た
親
鸞
は
、
現
世
に
お
け
る
獲
信
に
よ
っ
て
往
生
浄
土
の
道
は
開
け

る
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
来
世
か
ら
現
世
へ
の
救
い
の
ベ
ク
ト
ル
を
現
世
か
ら
来

世
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
世
に
お
い
て
獲
信
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
現
生

入
正
定
聚
が
い
か
に
意
味
深
い
こ
と
で
あ
る
か
を
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
説
示
し

た
の
で
あ
る
。
村
上
氏
の
い
う
「
現
世
が
充
実
す
る
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
物
質
的
・
肉
体
的
な
充
実
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な
内
な
る
も

の
に
対
す
る
充
実
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
救
済
を
意
味
す
る
。
こ
の
章
で
は
、
親

鸞
の
「
信
心
の
定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
な
り
。」
の
説
示
を
、
村
上
氏

の
「
現
世
が
充
実
し
て
い
て
こ
そ
、
来
世
も
必
然
的
に
充
実
す
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
に
重
ね
て
、「
現
世
が
充
実
す
る
」
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
、
北
米
開
教
区
の
一
真
宗
寺
院
の
念
仏
者
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
現
生
正
定
聚
」
の
受
容
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
も
つ
複
合
民
族
国
家
、
宗
教
多
元
社
会
の
特
色
を
十
分
に
生
か
す
た
め

に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
（
人
種
）
性
、
個
々
の
宗
教
背
景
、
年
齢
、
性
別
の
多
様
性

に
富
む
よ
う
に
配
慮
し
て
、
事
例
対
象
者
を
選
定
し
た
。
実
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
二
〇
一
一
年
夏
に
、
現
地
真
宗
寺
院
に
お
い
て
日
英
両
語
で
行
わ
れ
た
。

個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に
氏
名
は
記
載
し
て
い
な
い
。

（
事
例
１
）
Ａ
氏

（
白
人
男
性
、
真
宗
改
宗
者
、
以
前
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ

ク
）
55
歳
）

Ａ
氏
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
白
人
家
庭
に
生
ま
れ
た
が
、
寛
容
な
多
元
的

宗
教
観
を
持
つ
母
親
に
育
て
ら
れ
た
。
仏
教
徒
で
あ
る
タ
イ
人
の
妻
と
二
人
の
子
供

に
恵
ま
れ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
の
四
〇
歳
半
ば
で
、
重
篤
な
筋
肉
の
萎
縮
と
筋
力
低

下
を
き
た
す
神
経
変
性
疾
患
で
あ
る
筋
萎
縮
側
索
硬
化
症
（A

L
S
;
A
m
y
o
tro
p
h
ic

 
la
tera

l sclero
sis,

ル
ー
ゲ
ー
リ
ッ
ク
病
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
診
断
さ
れ
た
。
筋
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萎
縮
側
索
硬
化
症
は
、
極
め
て
進
行
が
速
く
、
二
〇
一
〇
年
夏
に
は
、
人
工
呼
吸
器

の
装
着
し
た
車
椅
子
で
外
出
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
一
年
後
の
二
〇
一
一
年
夏
に
は

ベ
ッ
ド
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
首
下
の
筋
肉
は
完
全
に
麻
痺
し
て
い
た
。
こ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
彼
の
自
宅
で
行
わ
れ
、
以
下
は
Ａ
氏
の
言
葉
を
日
本
語
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。

「
私
は
、
筋
萎
縮
側
索
硬
化
症
と
い
う
難
病
を
通
し
て
、
自
分
の
生
死
の
問
題
と

向
き
合
う
な
か
で
、
宗
教
的
な
救
済
と
は
自
己
の
生
死
の
問
題
を
い
か
に
受
け
と
め

て
納
得
す
る
か
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
回
復
不
可
能
な
病
気
で
あ
る
こ
と

を
宣
告
さ
れ
た
と
き
は
、
な
ぜ
自
分
が
こ
の
よ
う
な
難
病
に
か
か
っ
た
の
か
、
人
生

は
不
公
平
で
あ
る
と
、
怒
り
や
嫉
み
、
不
平
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た
が
、
病
気
と
向

き
合
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
現
実
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
生
の
営
み
は
死
の
営
み
に

ほ
か
な
ら
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
の
な
か
で
、
よ
う
や
く
残
さ
れ
た
時
間
を
い
か
に
生

き
て
い
く
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
筋
萎
縮
側
索
硬
化
症

と
い
う
病
気
の
お
か
げ
で
、
私
は
仕
事
を
早
期
退
職
し
て
家
族
と
多
く
の
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
こ
の
難
病
に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。
こ
の
よ
う
に
不

自
由
な
身
体
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
意
識
は
あ
る
し
、
笑
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
「
本
願
一
乗
海
」
の
教
え
は
、
私
の
よ
う
に
難
病
に
悩
み
、
家
族
に
迷

惑
ば
か
り
か
け
て
い
る
人
間
で
も
、
ま
た
ど
ん
な
に
勝
れ
た
素
晴
ら
し
い
人
間
で
も
、

み
ん
な
平
等
に
阿
弥
陀
如
来
の
誓
い
が
込
め
ら
れ
た
本
願
海
に
入
っ
て
一
味
に
な
る

と
説
か
れ
ま
す
。
そ
の
教
え
に
は
、
明
日
の
命
も
定
か
で
な
い
私
に
安
ら
ぎ
と
安
心

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
如
来
に
病
気
快
癒
と
か
家
族
安
全
な
ど
の
懇
願
を
す
る
の
で

は
な
く
、
死
が
差
し
迫
っ
た
私
に
こ
れ
で
よ
い
の
だ
と
い
う
納
得
と
安
心
の
思
い
と
、

今
を
生
き
る
よ
ろ
こ
び
の
思
い
が
湧
き
起
り
ま
す
。
こ
の
世
を
去
っ
た
あ
と
で
も
、

浄
土
で
仏
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
永
遠
の
生
命
を
感
じ
ま
す
。
絶
対
神
に

自
分
の
死
後
を
支
配
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
は
な
い
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
教

え
で
あ
り
、
ま
た
私
の
死
後
で
も
、
妻
や
子
供
た
ち
に
私
と
と
も
に
生
き
る
希
望
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
声
が
出
ま
せ
ん
が
、
心
の
な
か

で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
て
い
ま
す
。
自
燃
に
込
み
上
が
る
名
号
に
包
ま
れ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
思
い
が
し
ま
す
。
私
は
浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
出
遇
う
こ
と
が
で

き
て
幸
せ
で
す
。」

（
事
例
２
）
Ｂ
さ
ん

（
女
性
、
米
国
生
ま
れ
日
系
二
世
、
80
歳
代
）

Ｂ
さ
ん
は
一
九
二
七
年
に
日
系
二
世
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
レ
ス
ノ
市
に

生
ま
れ
た
。
彼
女
の
両
親
は
広
島
県
出
身
で
熱
心
な
浄
土
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
。
Ｂ

さ
ん
の
父
親
は
一
世
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
民
し
、
フ
レ
ス
ノ

郊
外
で
農
園
を
経
営
し
て
い
た
。
慣
れ
な
い
異
国
の
地
で
家
族
を
養
い
、
遠
い
故
郷

で
あ
る
広
島
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
他
の
日
本
か
ら
の
移
民
者
と
と
も
に
、
現
在
の

フ
レ
ス
ノ
別
院
を
建
立
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は
十
七
歳
の
と
き
に
日
本
に
行
き
、
京
都
や

広
島
の
真
宗
寺
院
に
住
み
な
が
ら
日
本
の
教
育
を
受
け
て
再
度
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し

た
帰
米
二
世
で
あ
る
。

「
一
九
四
五
年
八
月
六
日
に
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
と
き
、
私
は
広
島

の
爆
心
地
か
ら
数
マ
イ
ル
離
れ
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
身
体
に
は
そ
の
時
受
け

た
無
数
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
残
っ
て
い
ま
す
。
被
爆
直
後
の
当
た
り
一
面
は
地
獄
絵

の
よ
う
で
、
出
血
す
る
両
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
死
体
の
山
の
な
か
を
ひ
た
す
ら

歩
い
て
、
友
達
の
家
に
た
ど
り
着
い
て
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
の
妹
は
被
爆
後
、

数
日
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
重
傷
を
負
い
な
が
ら
、
変
わ
り
果
て
た
広
島
の
町

を
さ
ま
よ
い
歩
き
な
が
ら
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え

て
い
ま
し
た
。
別
に
自
分
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
に
助
け
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち
で

称
え
た
の
で
は
な
く
、
自
然
と
私
の
口
か
ら
出
て
き
た
の
で
し
た
。
原
爆
の
犠
牲
者

と
な
り
、
死
ぬ
こ
と
が
怖
い
と
い
う
思
い
を
超
え
て
、
わ
た
し
は
阿
弥
陀
如
来
が
す

べ
て
の
も
の
を
救
う
と
さ
れ
た
誓
い
の
な
か
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
被
爆
で
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
も
、
私
の
死
後
は
如

六
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来
に
ま
か
せ
る
こ
と
で
、
死
か
ら
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
終

戦
を
む
か
え
、
あ
の
恐
ろ
し
い
原
爆
か
ら
ど
う
に
か
立
ち
直
っ
て
、
再
度
ア
メ
リ
カ

に
戻
り
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
親
の
国
で
あ
る
日
本
と
私
が
生
ま
れ
た

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
の
な
か
で
、
私
は
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
価
値
観
が
一
変
す
る
戦
争
と
い
う
非
常
事
態
の
な

か
で
、
た
だ
念
仏
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
生
き
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。」

（
事
例
３
）
Ｃ
さ
ん

（
白
人
女
性
、
真
宗
改
宗
者
、
以
前
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
、
40
歳
代
）

Ｃ
さ
ん
は
非
日
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
か
ら
の
真
宗
改
宗
者
で
あ
る
。
若
い
と
き
は

ピ
ー
ス
コ
ア
（
ア
メ
リ
カ
平
和
部
隊
、
発
展
途
上
国
援
助
を
目
的
と
す
る
米
国
の
長

期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
入
っ
て
タ
イ
で
活
動
し
た
。
タ
イ
で
仏
教

に
興
味
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
帰
国
後
は
在
家
仏
教
徒
と
し
て
参
加
で
き
る
仏
教
寺
院

を
さ
が
し
、
当
寺
院
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は
幼
少
時
よ
り
愛
情
が
希
薄

な
両
親
と
問
題
を
持
ち
、
自
分
は
望
ま
れ
て
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
と

葛
藤
し
て
き
た
。
幾
度
か
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
を
聴
聞
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
両
親
へ
の
否
定
的
な
感
情
を
拭
い
さ
り
、
新
た
な
思

い
で
生
き
る
意
味
を
見
出
し
た
。

「
初
め
て
仏
教
の
縁
起
思
想
を
聞
い
た
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
自
分
中
心
で
も
の
事

を
考
え
て
い
た
こ
と
に
一
括
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
取
る
行
動
が
他
の
人
に
、
社
会

に
影
響
を
与
え
る
か
を
説
く
仏
教
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
名
号
を

私
た
ち
に
聞
こ
え
さ
せ
て
、
信
じ
さ
せ
て
、
一
度
で
も
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
れ
ば
、
そ

の
仏
国
に
生
ま
れ
る
と
い
う
誓
い
が
立
て
ら
れ
、
親
鸞
聖
人
は
そ
の
誓
い
を
も
と
に

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
は
神
と
の
様
々
な
約
束
を

守
る
こ
と
が
強
い
ら
れ
、
死
後
の
世
界
さ
え
も
神
の
判
断
に
委
ね
な
け
れ
ば
い
け
な

い
教
え
に
比
べ
て
、
仏
の
方
か
ら
救
い
の
誓
い
が
差
し
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
深

い
感
銘
を
お
ぼ
え
ま
す
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
両
親
と
の
愛
が
薄
く
、
望
ま
れ
て

生
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
思
い
が
何
を
す
る
に
も
付
き
ま
と
い
、
誰
も
私
を
愛
し
て

は
い
な
い
し
、
別
に
自
分
が
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
て
も
、
誰
も
悲
し
ま
な
い
と

思
う
と
自
殺
を
考
え
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
本
気
に
な
っ
て
浄
土
真
宗

の
聴
聞
を
す
る
な
か
で
、
こ
ん
な
私
で
も
阿
弥
陀
如
来
は
捨
て
る
こ
と
な
く
抱
き
取

っ
て
く
だ
さ
る
と
思
う
と
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
世
界
に
目
覚
め
た
よ
う
な
気

持
ち
で
す
。
抱
き
取
ら
れ
る
と
い
う
あ
り
が
た
い
気
持
ち
と
は
反
対
に
、
両
親
を
恨

み
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
悔
や
み
、
自
殺
を
考
え
て
い
た
自
分
の
愚
か
さ
に
恥
じ

る
思
い
が
し
ま
す
。
い
か
に
自
分
自
身
が
思
い
込
み
の
迷
い
の
な
か
に
生
き
て
き
た

の
か
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
合
掌
し
て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
る
と
き
に
、

名
号
を
通
し
て
自
分
の
至
り
な
さ
に
反
省
す
る
気
持
ち
と
救
い
の
な
か
に
生
か
さ
れ

て
い
る
よ
ろ
こ
び
が
込
み
あ
が
り
ま
す
。」

（
事
例
４
）
Ｄ
さ
ん

（
女
性
、
日
本
生
ま
れ
の
戦
後
米
国
移
民
者
、
新
一
世
と
呼
ぶ
、

40
歳
代
）

一
九
九
〇
年
代
に
日
系
三
世
男
性
と
結
婚
し
て
渡
米
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主

人
は
二
〇
〇
八
年
に
持
病
の
心
臓
病
発
作
に
よ
っ
て
太
平
洋
沖
で
釣
り
を
し
て
い
る

最
中
に
突
然
死
す
る
。
Ｄ
さ
ん
は
主
人
の
突
然
死
の
シ
ョ
ッ
ク
と
悲
し
み
の
な
か
で
、

再
び
立
ち
あ
が
っ
て
生
き
て
い
く
勇
気
を
見
つ
け
出
し
た
。

「
私
は
東
京
生
ま
れ
で
実
家
は
浄
土
真
宗
築
地
別
院
の
門
徒
で
す
。
日
本
に
い
た

と
き
は
浄
土
真
宗
の
教
え
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
な
く
、
一
九
九
〇
年
代
に
渡
米
し

て
以
来
二
〇
年
近
く
ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ

て
い
く
よ
う
で
、
自
分
の
な
か
で
何
か
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
を
見
失
っ
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
て
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
聴
聞
し
始
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
八

年
に
主
人
が
突
然
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
る
の
に
随
分
と

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
亡
き
主
人
は
私
に
、
人
間
の
人
生
の
儚
さ
と
無
常
の
世
界

七
〇



を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
念
仏
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
転
倒

の
世
界
に
い
た
こ
と
や
、
自
分
が
い
か
に
煩
悩
だ
ら
け
で
汚
れ
た
人
間
で
あ
る
か
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
す
。
し
か
し
、
親
鸞
聖
人
は
そ
れ
が
人
間
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
そ
ん
な
存
在
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
建
て
ら
れ
た
と
あ
り
、
そ
の

本
願
は
私
の
た
め
に
あ
る
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
本
願
が
言
葉
と

な
っ
た
名
号
を
称
え
る
こ
と
で
、
私
は
今
、
救
わ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
の
で
す
。

そ
し
て
倶
会
一
処
の
浄
土
の
世
界
が
私
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
心
が
安

ら
ぎ
ま
す
。
主
人
の
突
然
の
死
で
大
変
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
彼
は
自
分
の
死

を
も
っ
て
私
を
真
実
の
法
に
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
愛
す
る
人
を
亡

く
す
と
い
う
大
き
な
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
、
よ
う
や
く
再
び
立
ち
上
が
っ
て
生
き

て
い
く
内
な
る
力
を
も
ら
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。」

（
事
例
５
）
Ｅ
さ
ん

（
女
性
、
米
国
生
ま
れ
日
系
二
世
、
90
歳
）

Ｅ
さ
ん
は
日
系
二
世
と
し
て
生
ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
系
強
制
収
容
所

で
知
り
合
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
と
結
婚
し
て
二
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
。
広
島
か
ら
移

民
し
た
両
親
が
所
有
し
て
い
た
農
園
や
家
屋
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
没
収
さ

れ
、
Ｅ
さ
ん
一
家
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
あ
る
マ
ン
ザ
ー
ナ
日
系
強
制
収
容
所
に
入
ら
さ

れ
た
。
戦
後
、
収
容
所
か
ら
出
た
Ｅ
さ
ん
と
リ
チ
ャ
ー
ド
は
ゼ
ロ
か
ら
の
生
活
を
始

め
る
。

「
両
親
が
苦
労
し
て
築
き
あ
げ
た
農
園
や
家
屋
が
没
収
さ
れ
た
と
き
は
、
大
変
悲

し
く
悔
し
い
思
い
で
し
た
。
な
ぜ
、
自
分
が
日
系
人
に
生
ま
れ
て
、
自
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
酷
い
弾
圧
を
さ
れ
る
の
か
憤
り
を
覚
え
ま
し
た
。
収

容
所
か
ら
出
て
き
た
あ
と
の
生
活
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、

リ
チ
ャ
ー
ド
の
母
親
は
毎
朝
、
仏
壇
に
向
か
っ
て
正
信

を
称
え
る
ほ
ど
の
熱
心
な

安
芸
門
徒
で
、
英
語
し
か
話
せ
な
い
私
は
正
信

の
意
味
が
知
り
た
く
て
、
浄
土
真

宗
の
教
え
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
聴
聞
す
る
な
か
で
、
浄
土
真
宗
は
私
が
聞

き
た
く
な
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
法
義
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
、
耳
が
痛
く
し
て
、
醜
い
私
の
姿
を
わ
か
ら
せ
て
も
ら
え
ま
す
。」

（
事
例
６
）
Ｆ
氏

（
白
人
男
性
、
真
宗
改
宗
者
、
以
前
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
、
50
歳
）

Ｆ
氏
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
に
育
て
ら
れ
、
十
代
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
父
親
と
の
葛
藤
と
そ
の
死
に
出
会
う
。
そ
の
時
に
抱
い
た
父
親
へ
の
嫌
悪
感
や
憎

し
み
の
気
持
ち
に
対
す
る
自
責
の
念
が
あ
っ
た
。
絶
対
唯
一
神
に
対
す
る
疑
問
や
教

義
に
関
す
る
懸
念
の
な
か
で
、
十
二
年
前
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
、
二
〇
一
〇
年
に

は
京
都
西
本
願
寺
で
得
度
し
、
現
在
、
開
教
使
補
と
し
て
教
化
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。「

仏
教
の
教
え
を
学
び
は
じ
め
た
こ
ろ
、
一
番
に
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
分

自
身
が
い
か
に
自
己
中
心
的
な
考
え
方
に
固
執
し
て
い
た
か
で
し
た
。
父
親
は
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
で
、
家
庭
内
暴
力
が
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
私
は
そ
う
い
う
父
親
を

嫌
い
、
亡
く
な
っ
た
と
き
は
正
直
言
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
よ
う
や
く
神
に
召
さ

れ
て
審
判
が
下
る
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
学
ぶ
な
か
で
、

父
親
の
よ
う
な
人
こ
そ
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
目
当
て
で
あ
る
と
知
り
、
私
の
救
済
観

は
一
変
し
た
の
で
す
。
同
時
に
自
分
の
父
親
を
憎
み
、
地
獄
に
堕
ち
て
い
く
こ
と
が

当
た
り
前
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
自
分
の
傲
慢
さ
、
卑
劣
さ
、
醜
さ
を
知
り
ま
し
た
。

父
親
の
救
い
が
同
時
に
私
の
救
い
と
な
っ
て
こ
そ
、
大
乗
仏
教
に
根
ざ
す
浄
土
真
宗

の
教
え
で
あ
る
と
確
信
し
た
と
き
、
父
親
を
憎
悪
し
た
自
責
の
思
い
に
終
始
点
を
打

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
念
仏
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
愚
か
さ
や
錯
覚
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
し
、
そ
の
気
づ
き
は
真
の
意
味
で
人
間
と
し
て
私
に
解
放
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。」

（
事
例
７
）
Ｇ
さ
ん

（
女
性
、
日
本
生
ま
れ
の
戦
後
米
国
移
民

50
歳
代
）

日
本
で
浄
土
真
宗
門
徒
の
家
庭
で
育
て
ら
れ
た
Ｇ
さ
ん
は
、
一
九
八
三
年
に
ア
メ
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リ
カ
人
男
性
と
結
婚
し
て
渡
米
し
た
。
渡
米
後
は
新
し
い
社
会
で
の
仕
事
に
追
い
ま

く
ら
れ
、
八
年
近
く
は
真
宗
寺
院
に
行
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
母

親
を
癌
で
亡
く
し
た
こ
と
を
縁
と
し
て
浄
土
真
宗
の
教
え
に
再
び
出
遇
う
こ
と
に
め

ぐ
ま
れ
る
。

「
私
は
母
親
が
余
命
一
年
あ
る
か
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、
仕
事
を
退
職
し
て
日
本

に
一
時
帰
国
し
、
母
親
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
母
親
の
死
後
、
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
悲
し
み
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
洋
医
学
や
精
神
医
学

に
頼
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
の
死
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

勤
務
し
て
い
た
会
社
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も

大
変
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
母
親
の
死
や
失
業
に
よ
っ
て
、
自
分
が
今
ま
で

支
え
と
し
て
い
た
も
の
を
全
て
失
っ
た
よ
う
な
喪
失
感
に
襲
わ
れ
、
鬱
病
の
症
状
は

一
層
悪
化
し
、
自
分
の
安
楽
死
の
方
法
を
探
す
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

頭
が
壁
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
、
自
分
が
無
能
で
役
立
た
ず
で
あ
る
と
い
う
思

い
の
な
か
で
、
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
、
再
起
不
能
で
あ
る
と
思
い
の
な
か
で
、
人
生

と
は
何
か
、
自
分
が
存
在
す
る
理
由
な
ど
様
々
な
疑
問
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
ふ
と
実
家
に
真
宗
僧
侶
が
来
ら
れ
て
家
族
の
み
ん
な
と
一
緒
に
正
信

を
称

え
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
真
宗
寺
院
の
日
曜
サ
ー
ビ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
香
の
匂
い

が
漂
う
な
か
で
、
合
掌
し
て
念
仏
の
声
を
聞
い
た
こ
と
は
私
の
心
を
満
た
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
聴
聞
を
重
ね
る
こ
と
で
、
西
洋
医
学
の
助
け
を
必
要
と
す
る
こ

と
な
く
、
私
は
次
第
に
母
親
の
死
を
乗
り
越
え
、
再
就
職
も
し
て
、
自
分
の
存
在
理

由
や
生
き
る
意
味
、
残
さ
れ
た
人
生
で
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
願
力
が
込
め
ら
れ
た
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
再
会
で
き
た
こ

と
は
、
迷
い
の
世
界
に
生
き
て
い
る
私
へ
の
喚
び
声
で
あ
り
、
そ
の
喚
び
声
は
私
の

帰
依
処
と
な
り
、
母
親
の
死
や
人
生
の
深
い
絶
望
か
ら
新
た
に
立
ち
上
が
っ
て
現
実

を
生
き
て
い
く
原
動
力
を
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

（
事
例
８
）
Ｈ
氏

（
男
性
、
日
本
生
ま
れ
の
戦
後
移
民
者
、
60
歳
代
）

Ｈ
氏
は
大
阪
の
大
変
複
雑
な
家
庭
で
育
っ
た
。
彼
の
両
親
は
彼
が
生
ま
れ
て
直
ぐ

に
離
婚
し
、
父
親
は
再
婚
し
た
。
そ
の
再
婚
は
わ
ず
か
二
年
し
か
続
か
ず
、
父
親
は

二
度
目
の
再
婚
を
し
た
が
、
そ
の
結
婚
も
口
論
が
絶
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｈ
氏

は
長
い
間
、
本
当
の
母
親
が
自
分
の
誕
生
と
同
時
に
家
を
出
た
こ
と
す
ら
知
ら
さ
れ

ず
に
い
た
。
父
親
へ
の
憎
悪
の
念
は
、
彼
の
成
長
と
と
も
に
大
き
く
な
る
。
大
学
時

代
に
あ
る
書
籍
か
ら
浄
土
真
宗
の
教
え
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
聴
聞

が
始
ま
る
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
に
あ
る
会
社
に
就
職
す
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
一

九
八
五
年
に
海
外
駐
在
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
る
。
退
職
後
も
家
族
と
ア

メ
リ
カ
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
郷
里
の
父
親
と
は
二
十
五
年
以
上
の
あ
い
だ
音

信
不
通
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

「
昨
年
の
春
、
父
親
の
危
篤
状
態
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
二
十
五
年
ぶ
り
に
大
阪

に
戻
り
ま
し
た
。
危
篤
状
態
の
父
親
で
し
た
が
、
私
が
帰
っ
て
き
た
こ
と
は
分
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
も
う
話
す
こ
と
は
で
き
な
い
父
親
の
横
に
座
り
な
が
ら
、
私
の
口

か
ら
は
自
然
と
念
仏
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
今
ま
で
聴
聞
し
て
い
た

浄
土
真
宗
の
教
え
を
ま
っ
た
く
自
分
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
に

気
が
つ
い
た
の
で
す
。
父
親
は
、
た
ま
た
ま
結
婚
に
恵
ま
れ
ず
、
苦
の
多
い
人
生
を

歩
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
苦
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
お
い
て
は
自
分
も
同
じ

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
と
、
い
ま
ま
で
父
親
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
固
い
憎
悪
の

気
持
が
不
思
議
と
溶
け
て
い
き
、
自
分
こ
そ
が
父
親
を
捨
て
た
極
悪
人
で
あ
る
と
気

が
つ
い
た
の
で
す
。
同
時
に
、
父
親
を
憎
ん
で
き
た
気
持
ち
は
父
親
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
間
際
に
な
る
ま
で
、
そ

の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
と
今
で
も
悔
や
ま
れ
ま
す
が
、
父
親
は
私
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
で
、
私
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

大
学
を
卒
業
し
て
東
京
に
あ
る
会
社
に
就
職
す
る
時
点
で
、
父
親
を
捨
て
た
息
子
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
は
私
の
こ
と
で
あ
る
と
自
覚
す
る
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
ア
ジ
ャ
セ
の
話
は
他
人
事
で
は
な
く
、
私

の
問
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。」

以
上
、
八
つ
の
事
例
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
宗
念
仏
者
の
現
実
に
お
け

る
救
い
が
い
か
に
し
て
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
か
を
紹
介
し
た
。
こ
れ

ら
の
事
例
に
共
通
す
る
点
を
分
析
し
て
み
る
と
、
次
の
三
点
が
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
時
代
と
場
所
を
超
え
て
人
間
と
し
て
の
根
源

的
な
問
題
点
で
あ
り
、「
生
死
出
づ
べ
き
道
」
を
求
め
続
け
た
親
鸞
が
思
考
し

深
く
内
省
し
た
対
象
で
も
あ
る
。

①

自
己
の
生
死
の
問
題

②

自
己
の
罪
悪
性
の
自
覚

③

真
実
に
め
ざ
め
る
こ
と
で
転
じ
ら
れ
、
解
放
と
よ
ろ
こ
び
の
心
が
起
こ
る
。

以
下
、
こ
ら
れ
三
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

①

自
己
の
生
死
の
問
題

筋
萎
縮
側
索
硬
化
症
で
、
終
に
は
ベ
ッ
ド
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事

例
（
１
）
の
Ａ
氏
が
語
る
よ
う
に
、
生
の
営
み
は
死
の
営
み
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
い
う
矛
盾
の
な
か
で
、
た
だ
死
を
克
服
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
本
願
一
乗

海
」
の
教
え
の
な
か
に
死
が
帰
し
て
い
く
と
こ
ろ
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

死
を
超
越
し
て
残
さ
れ
た
生
命
を
生
き
て
い
く
充
実
し
た
境
地
が
見
出
さ
れ
た

と
い
え
る
。
死
が
差
し
迫
っ
た
な
か
で
、「
こ
れ
で
よ
い
の
だ
」
と
自
己
の
往

生
浄
土
へ
の
道
に
頷
き
と
、
今
を
生
き
る
こ
と
へ
の
よ
ろ
こ
び
の
心
を
語
っ
て

い
る
こ
と
は
自
己
の
生
死
の
問
題
に
対
し
て
彼
な
り
の
納
得
を
み
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

原
爆
の
犠
牲
者
と
し
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
事
例
（
２
）
の
Ｂ
さ
ん
は
、

自
分
の
死
後
は
如
来
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
か
ら
解
放
さ
れ
た
思
い

を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
念
仏
を
心
の
依
り
所
と
し
て
生
き
て
い
く
な
か
で
、

愚
か
な
凡
夫
で
あ
る
自
分
が
如
来
の
大
慈
悲
の
な
か
に
お
さ
め
取
ら
れ
て
い
る

実
感
を
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
事
例
（
３
）
Ｃ
さ
ん
や
事
例
（
７
）
Ｇ
さ
ん
の
よ
う
に
自
殺
を
考
え

た
根
底
に
は
深
い
絶
望
感
と
喪
失
感
が
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
彼
女
た
ち
も
自

分
の
死
を
通
し
て
、
自
殺
を
考
え
さ
せ
る
要
因
と
向
き
合
い
深
く
見
つ
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
殺
よ
り
も
生
き
る
こ
と
を
選
択
し
、
新
た
に
立
ち
上
が
っ
て

現
実
を
生
き
て
い
く
原
動
力
を
浄
土
真
宗
の
教
え
の
な
か
に
見
出
し
て
い
る
。

自
己
の
死
の
問
題
は
、
生
老
病
死
と
い
う
人
間
共
通
の
問
題
の
な
か
で
も
っ

と
も
重
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
自
分
の
死
を
目
前
に
し
た

際
に
自
己
を
超
え
た
も
の
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
そ
の
も
の
に
対
し

て
、
ま
た
死
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
苦
悩
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
り
、
そ

の
見
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
生
死
の
束
縛
か
ら
離
れ
、
真
の
意
味
で
生
き
る

意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

自
己
の
罪
悪
性
の
自
覚

日
系
二
世
の
事
例
（
５
）
Ｅ
さ
ん
は
、
聴
聞
を
重
ね
る
な
か
で
、
浄
土
真
宗

の
教
え
は
自
分
が
聞
き
た
く
な
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
法
義
で
あ
る
と
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語
り
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
耳
が
痛
く
、
醜
い
自
分
の
姿
を
見
せ
て
も
ら
え
る
と

語
っ
て
い
る
。
九
〇
歳
を
越
し
た
今
で
も
、
名
号
を
称
え
る
こ
と
は
自
己
を
見

つ
め
直
す
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
真
宗
改
宗
者
に
な
っ
た
事
例
（
６
）
Ｆ
氏
は
、
悪
人

正
機
の
教
え
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
家
庭
内
暴
力
が

絶
え
な
か
っ
た
父
親
へ
の
憎
悪
の
気
持
は
反
転
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
傲

慢
さ
、
卑
劣
さ
や
醜
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
救
い
が

同
時
に
父
親
の
救
い
と
な
っ
て
こ
そ
、
大
乗
仏
教
に
根
ざ
す
浄
土
真
宗
の
教
え

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
怨
親
平
等
の
考
え
方
が
芽
生
え
、
そ
れ
ま

で
嫌
い
排
除
し
よ
う
と
し
て
き
た
父
親
の
存
在
を
肯
定
的
に
受
け
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
よ
く
似
た
現
象
が
、
事
例
（
８
）
Ｈ
氏
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
父

親
と
の
こ
の
世
で
の
最
後
の
別
れ
に
な
る
ま
で
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
な
か
で
、
自
分
こ
そ
が
五

逆
罪
を
犯
し
た
ア
ジ
ャ
セ
で
あ
る
と
い
う
深
い
自
己
へ
の
罪
悪
感
が
述
べ
ら
れ

る
。
そ
の
自
責
の
思
い
と
同
時
に
、
父
親
へ
の
憎
し
み
の
気
持
ち
は
感
謝
の
気

持
ち
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

突
然
に
主
人
を
亡
く
し
た
事
例
（
４
）
Ｄ
さ
ん
の
場
合
は
、
愛
す
る
人
の
死

を
通
し
て
人
間
の
人
生
の
儚
さ
や
無
常
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
転
倒

の
世
界
に
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
真
実
の
法
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
語

っ
て
い
る
。
自
分
が
い
か
に
罪
悪
深
重
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
よ
う
な
本
質
的
本
性
を
も
つ
人
間
と
い
う
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
阿
弥

陀
仏
は
本
願
を
建
立
さ
れ
、
そ
の
本
願
は
自
分
の
た
め
で
あ
る
と
ま
で
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
現
世
に
お
け
る
救
い
の
み
で
は
な
く
、
倶
会
一
処
の
浄
土
の
世

界
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
が
安
ら
ぐ
と
し
、
死
後
に
対
す
る
見
解
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
世
の
人
生
が
意
味
あ
る
も
の
に
な
る
可
能
性
も
ほ

の
め
か
し
て
い
る
。

③

真
実
に
め
ざ
め
る
こ
と
で
転
じ
ら
れ
、
解
放
と
よ
ろ
こ
び
の
心
が
起
こ
る
。

大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
悩
に
対

す
る
思
い
が
転
じ
ら
れ
て
い
く
心
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
事
例
（
１
）
Ａ
氏
は
、

筋
萎
縮
側
索
硬
化
症
と
い
う
難
病
の
な
か
で
も
、「
本
願
一
乗
海
」
の
平
等
に

救
わ
れ
て
い
く
教
え
に
、
生
死
を
超
え
て
今
を
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
見
出
し
、

浄
土
で
仏
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
永
遠
の
生
命
観
を
見
出
し
て
い
る
。

広
島
で
原
爆
被
害
者
と
な
っ
た
事
例
（
２
）
Ｂ
さ
ん
は
、
念
仏
を
心
の
依
り
所

と
し
て
、
す
べ
て
を
阿
弥
陀
如
来
に
ま
か
せ
る
こ
と
で
死
か
ら
の
解
放
を
感
じ

て
、
再
度
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

両
親
と
の
葛
藤
の
な
か
で
生
き
続
け
る
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て
い
た
事
例

（
３
）
Ｃ
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
自
分
こ
そ
が
摂
取
不
捨
の
対
象
で
あ
る
と
聴
聞

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
生
か
さ
れ
る
世
界
に
目
覚
め
、
同

時
に
自
殺
を
考
え
て
い
た
自
分
の
愚
か
さ
を
恥
じ
る
思
い
を
語
っ
て
い
る
。
母

親
を
亡
く
し
、
失
業
に
追
い
込
ま
れ
深
い
喪
失
感
と
絶
望
感
の
な
か
で
事
例

（
７
）
Ｇ
さ
ん
は
、
名
号
を
帰
依
処
と
し
て
、
再
び
起
き
上
が
っ
て
現
実
を
生

き
る
原
動
力
を
も
ら
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
主
人
を
突
然
に
亡
く
し
た
事
例

（
４
）
Ｄ
さ
ん
の
場
合
は
、
愛
す
る
人
の
死
と
い
う
禍
が
無
常
、
転
倒
の
世
界

七
四



に
生
き
る
自
己
の
煩
悩
性
を
知
ら
し
め
て
く
れ
た
機
縁
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
例
（
６
）
Ｆ
氏
や
事
例
（
８
）
Ｈ
氏
も
、
浄
土
真
宗
の
教
え
に
よ
っ

て
、
堅
固
な
父
親
へ
の
憎
悪
感
は
共
に
救
わ
れ
る
世
界
へ
、
ま
た
感
謝
の
思
い

へ
と
転
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、「
現
世
が
充
実
す
る
」
こ
と
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
現
実
に
お
け

る
救
い
の
意
味
を
考
察
し
た
。
事
例
数
は
８
件
と
少
な
い
件
数
で
は
あ
る
が
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
性
、
宗
教
背
景
、
年
齢
、
性
別
の
多
様
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
死

の
問
題
、
罪
悪
性
の
自
覚
、
そ
し
て
転
じ
ら
れ
て
解
放
と
よ
ろ
こ
び
の
心
が
起

こ
る
と
い
う
三
点
に
お
い
て
分
析
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
真
宗
教
義
に
お

け
る
救
い
の
内
容
を
多
少
な
り
と
も
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
。
親
鸞
の
関
心
は
往
生
の
現
実
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
往
生
成
仏
が
決
定

す
る
現
生
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
「
現
生
正
定
聚
」
の
教
え
は
現
実
の
生
活
の
場

に
お
い
て
深
い
意
味
を
も
ち
、
異
文
化
、
異
言
語
、
宗
教
背
景
を
超
え
て
、
不

安
で
混
沌
と
し
た
現
代
に
お
い
て
こ
そ
受
容
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。

結

論

親
鸞
は
「
現
生
正
定
聚
」
の
説
示
を
通
し
て
、
現
実
を
「
生
き
る
」
と
い
う

こ
と
に
お
い
て
、
新
し
い
宗
教
的
世
界
を
展
開
し
た
と
い
え
る
。
宗
教
的
世
界
、

そ
れ
は
迷
い
か
ら
悟
り
へ
救
わ
れ
る
世
界
で
あ
る
。
親
鸞
は
現
生
に
お
い
て
、

た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
順
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
来
世
で
必
ず
往
生
成
仏
す

る
身
と
な
る
正
定
聚
に
入
る
こ
と
に
生
死
出
離
の
道
を
見
出
し
た
。
名
号
を
聞

思
し
て
本
願
に
帰
入
し
、
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
立
つ
心
が
お
こ
る
と
き
摂
取
不

捨
の
利
益
に
あ
ず
か
る
と
い
う
「
現
生
正
定
聚
」
の
教
え
は
、
現
実
を
生
き
る

私
た
ち
に
「
生
き
る
意
味
」
を
示
唆
し
て
く
れ
る
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
の
北
米
開
教
区
の
事
例
で
述
べ
た
よ
う
に
、
唯
一
絶
対
神
に
死
後
の

行
き
先
を
委
ね
る
宗
教
（
例
え
ば
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど

の
一
神
教
）
と
は
異
な
り
、
因
縁
生
起
を
説
く
仏
教
の
教
え
の
な
か
で
発
展
し

た
「
現
生
正
定
聚
」
の
教
え
は
、
真
実
の
教
え
に
照
ら
さ
れ
て
現
実
に
お
け
る

人
生
の
本
質
を
見
極
め
、
本
願
力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
苦
悩
を
超
克
し
て
生

き
て
い
く
内
面
的
な
力
と
生
き
る
智
慧
に
め
ぐ
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
決
し
て
受
け
身
的
な
生
き
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
念
仏
者
と
し
て
本

願
に
遇
え
た
よ
ろ
こ
び
の
な
か
で
自
己
の
往
生
浄
土
の
道
を
聞
き
開
い
て
い
く

肯
定
的
な
生
き
方
で
あ
る
。

正
定
聚
は
必
至
滅
度
で
あ
っ
て
も
現
実
に
お
い
て
は
滅
度
で
は
な
い
。
獲
信

者
は
如
来
と
等
し
い
が
同
じ
で
は
な
い
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
世
に
生
き
る

限
り
に
お
い
て
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む
心
が
止
ま
な
い
罪

悪
深
重
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
人
間
至
上
主
義
へ
の
警
告

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
時
代
や
場
所
が
変
わ
っ
て
も
人
間
の
本
質
は
変
わ

ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
深
い
人
間
性
に
根
ざ
し
た
「
現
生
正
定
聚
」
の
教
え
は
、

言
語
を
超
え
て
普
遍
的
に
受
容
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

註①

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
一
三
三
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
一
〇
三
頁

②

『
末
燈
鈔
』（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
七
七
七
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
六
五

七
五

親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義



六
頁
）

③

『
一
念
多
念
文
意
』（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
四
頁
、『
真
聖
全
』

二
・
六
〇
六
頁
）

④

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
』
二
四
四
頁
（「
無
常
」
の
と
ら
え
方
）

を
参
照
。

⑤

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
一
巻
・
五
〇
・
中
、「
復
有
三
宝
。
謂
三
聚
。
正
定
聚
・

邪
定
聚
・
不
定
聚
。」（『
長
阿
含
経
』
第
八
巻
）

⑥

『
同
』
一
巻
・
二
二
八
・
上
、「
復
次
三
聚
。
是
仏
所
説
。
謂
邪
定
聚
・
正
定

聚
・
不
定
聚
。」（『
大
集
法
門
経
』）

⑦

五
十
嵐
明
宝
『
正
定
聚
不
退
転
の
研
究
』
七-

十
五
頁
参
照

⑧

D
igh
a-n

ikaya

（D
N

）,v
o
lu
m
e 3,

p
.217,

P
a
li T

ex
t
 
S
o
ciety

,
L
o
n
-

d
o
n
,
U
K
,

テ
キ
ス
ト
は

“
T
a
y
o
 
ra
sı.

M
ic
c
h
a
tta
-n
iy
a
to
 
ra
si,

sa
m
m
a
tta
-n
iy
a
to
 
ra
si,

a
n
iy
a
to
 
ra
si.”

五
十
嵐
明
宝
『
正
定
聚
不
退
転
の

研
究
』
七
頁
参
照

⑨

水
野
弘
元
『
パ
ー
リ
語
辞
典
』
参
照

稲
城
選
恵
『
真
宗
安
心
の
根
本
的
問
題
』
三
八
〇
頁

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
四
八
頁

『
同
』
二
・
一
八
二
頁
、『
同
』
二
・
一
四
三
頁

『
同
』
二
・
三
四
七
頁
、『
同
』
二
・
四
八
八
頁

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
三
四
七
頁
、「
国
宝
本
｜
邪
定
・
ジ
ヤ
ヂ
ヤ
ウ
ハ

マ
ン
ギ
ヤ
ウ
マ
ン
ゼ
ン
ジ
リ
キ
ノ
ワ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン
ギ
ヤ
ウ
ノ
セ
チ
、
不
定

聚
・
フ
ヂ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ハ
ア
ミ
ダ
キ
ヤ
ウ
ノ
コ
ヽ
ロ

ギ
ヤ
ウ
ハ
フ
カ
シ
ギ
ナ
レ
ド

モ
ワ
レ
ラ
ジ
リ
キ
ニ
シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
ス
ル
ア
ヒ
ダ
フ
ヂ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ト
ト
ク
」「
顕
智

本
｜
邪
定
・
ジ
ヤ
ヂ
ヤ
ウ
ハ
マ
ン
ギ
ヤ
ウ
マ
ン
ゼ
ン
ジ
リ
キ
ノ
ワ
ウ
ジ
ヤ
ウ
観
経

ノ
コ
ヽ
ロ
、
不
定
聚
・
フ
ヂ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ハ
ア
ミ
ダ
キ
ヤ
ウ
ノ
コ
ヽ
ロ

経
ハ
フ
カ

シ
ギ
ナ
レ
ド
モ
ワ
レ
ラ
ジ
リ
キ
ニ
シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
ス
ル
ア
ヒ
ダ
フ
ヂ
ヤ
ウ
ジ
ユ
ト
ヽ

ク
」『

浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
九
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
六
一
一
頁

「
云
何
正
定
人
。
若
人
上

正
決
定
。
是
名

正
定
人
。
云
何
邪
定
人
。
若
人
入

邪
定
。
是
名

邪
定
人
。
云
何
不
定
人
。
若
人
不

上

正
決
定
。
不

入

邪
定
。

是
名

不
定
人
。
云
何
正
定
人
。
若
人
得

正
決
定
。
是
名

正
定
人
。
云
何
邪
定

人
。
若
人
得

邪
定
。
是
名

邪
定
人
。
云
何
不
定
人
。
若
人
不

得

正
決
定
。
不

得

邪
定
。
是
名

不
定
人
。
云
何
正
定
人
。
若
人
得

聖
五
根

已
会
得
。
是
名

正
定
人
。
云
何
邪
定
人
。
若
人
作

五
無
間
業
。
成
就
已
未

受

報
。
於

五
無
間

業

成
就
。
若
一
若
二
未

受

報
。
是
名

邪
定
人
。
云
何
不
定
人
。
若
人
未

得

聖
五
根

未

会
得
。
不

作

五
無
間
業
。
不

成
就

不

受

報
。
於

五
無
間
業

不

成
就
若
一
若
二
不

受

報
是
名

不
定
人
。」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
八

巻
・
五
八
六
・
上
中
）

聖
五
根
と
は
三
十
七
道
品
中
に
説
か
れ
て
い
る
解
脱
に
至
る
た
め
の
五
つ
の
力
、

ま
た
能
力
。
さ
と
り
を
得
る
た
め
の
五
つ
の
機
根
。
可
能
力
の
あ
る
五
つ
の
美
徳
。

信
根
、
精
進
根
、
念
根
、
定
根
、
慧
根
の
五
つ
を
い
う
。
こ
の
五
根
は
ニ
ル
バ
ー

ナ
に
至
る
道
程
で
資
糧
と
な
る
も
の
三
十
七
を
あ
げ
た
三
十
七
道
品
の
五
つ
と
し

て
数
え
ら
れ
る
。（
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
三
六
〇
頁
参
照
）

五
無
間
業
と
は
無
間
地
獄
の
苦
し
み
の
結
果
を
感
受
す
べ
き
五
種
の
悪
業
、
す

な
わ
ち
五
逆
罪
。（
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
三
七
六
頁
参
照
）

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
九
巻
・
五
六
・
下
、「
世
尊
於

此
有
情
世
間
生
住
没

中

建

立
三
聚
。
何
謂

三
聚
。
頌
曰
。
正
邪
不
定
聚

聖
造

無
間

余
。
論
曰
。

一
正
性
定
聚
。
二
邪
性
定
聚
。
三
不
定
性
聚
。」

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
二
巻
・
二
五
〇
・
上
、「
又
有

三
種
人
。
正
定
・
邪

定
・
不
定
。
正
定
者
必
入

泥
。
邪
定
者
必
不

入

泥
。
余
名

不
定
。
若
人
能
解

佛
法
義

者
必
入

正
定
。」

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
八
巻
・
三
四
八
・
上
、「
復
次
須
菩
提
。
菩
薩
摩
訶
薩
行

六
波
羅
蜜

時
。
見
三
衆
生
住

於
三
聚
。
一
者
必
正
聚
。
二
者
必
邪
聚
。
三
者
不

定
聚
。
当

作

是
願
。
我
随

爾
所

時
行

六
波
羅
蜜
。
浄

佛
国
土

成

就
衆
生
。

我
得

佛
仏
時
令

我
国
土
衆
生
無

邪
聚

乃
至
無

其
名
。」

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
九
巻
・
六
一
・
上
、「
若
善
男
子
善
女
子
。
成

就
四
法
。

於

如
来
滅
後
。
当

得

是
法
華
経
。
一
者
為

諸
佛
護
念
。
二
者
殖

衆
徳
本
。

三
者
入

正
定
聚
。
四
者
発

救

一
切
衆
生

之
心
。」

七
六



五
十
嵐
明
宝
『
正
定
聚
不
退
転
の
研
究
』
三
五

四
二
頁
参
照

第
十
一
願
の
漢
訳
で
は
、
魏
訳
と
類
似
し
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
国
に
生
ま
れ
た
も

の
は
全
て
み
な
必
ず
証
り
を
開
く
に
決
定
し
た
「
正
定
聚
」
に
住
す
る
表
現
が
取

ら
れ
て
い
る
。

『
無
量
寿
経
』・
設
我
得

佛
、
国
中
人
天
、
不
下
住

定
聚
、
必
至

滅
度

者
、

不

取

正
覚
。（『
真
聖
全
』
一
・
八
頁
）

『
如
来
会
』・
・
若
我
成
佛
、
国
中
有
情
、
若
不

決
定
成

等
正
覚

證

大
涅
槃

者
、
不

取

菩
提
。（『
真
聖
全
』
一
・
一
九
〇
頁
）

『
荘
厳
経
』・
・
世
尊
、
我
得

菩
提

成

正
覚

已
、
所
有
衆
生
令

生

我
刹
、

一
切
皆
得

住

正
信
位
、
離

顚
倒
想

堅
固
修
習
、
悉
皆
令

得

阿

多
羅
三

三
菩
提
。（『
真
聖
全
』
一
・
二
一
九
頁
）

『
如
来
会
』
で
は
、「
決

定
成
等
正
覚

證

大
涅
槃

者
」
と
表
現
さ
れ
、『
荘

厳
経
』
で
は
、「
住

正
信
位

。
離

顚
倒
想

堅
固
修
習
」、「
得

阿

多
羅
三

三
菩
提

」
と
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
正
定
聚
」
の
内
容
を
表
現
し
た
も

の
と
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
魏
訳
の
『
無
量
寿
経
』

の
第
十
一
願
成
就
文
を
『
如
来
会
』
お
よ
び
『
荘
厳
経
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、

『
無
量
寿
経
』・
其
有

衆
生
、
生

彼
国

者
、
皆
悉
住

於
正
定
之
聚
。
所
以
者

何
。
彼
佛
国
中
、
無

諸
邪
聚
及
不
定
聚
。（『
真
聖
全
』
一
・
二
四
頁
）

『
如
来
会
』・
・
彼
国
衆
生
、
若
當
生
者
、
皆
悉
究

竟
無
上
菩
提

到

涅
槃
處
。

何
以
故
、
若
邪
定
聚
及
不
定
聚
、
不

能

了

知
建

立
彼
因

故
。（『
真
聖
全
』

一
・
二
〇
三
頁
）

『
荘
厳
経
』・
・
若
有

善
男
子
善
女
人
、
若
已
生
若
當
生
、
是
人
決
定
證

於
阿

多
羅
三

三
菩
提
。
於

意
云
何
、
彼
佛
刹
中
無

三
種
失
。
一
心
無

虚
妄
、

二
位
無

退
転
、
三
善
無

唐
捐
。（『
真
聖
全
』
一
・
二
三
一
頁
）

「
正
定
聚
」
に
住
す
る
こ
と
を
『
如
来
会
』
で
は
「
皆
悉
究
二
竟
無
上
菩
提

到

涅
槃

處
」
と
表
さ
れ
、
ま
た
、『
荘
厳
経
』
で
は
、「
決
定
證

於
阿

多
羅
三

三
菩
提

」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。（
大
田
利
生
『
漢
訳
五
本
梵
本
蔵
訳
対
照
無
量

寿
経
』
四
八
、
一
七
六
頁
参
照
）

『
大
阿
弥
陀
経
』「
使

某
作
佛

時
、
令
乙
我
国
中
諸
菩
薩
阿
羅
漢
、
皆
無

有

淫

之
心
、
終
無

念

婦
女

意
、
終
無

有

瞋
怒
愚
癖
者
。
得

是
願

乃
作
佛
。

不

得

是
願
、
終
不

作
佛
。」（『
真
聖
全
』
一
・
一
三
八
頁
）、『
平
等
覚
経
』

「
我
作
佛
時
、
我
国
中
人
民
、
住

止
盡
般
泥

。
不

爾
者
、
我
不

作
佛
。」

（『
真
聖
全
』
一
・
七
八
頁
、
大
田
利
生
『
漢
訳
五
本
梵
本
蔵
訳
対
照
無
量
寿
経
』

四
八
頁
）

『
真
聖
全
』
一
・
四
六
頁

「
舎
利
弗
、
若
有

善
男
子
・
善
女
人

、
聞

是
諸
佛
所
説
名
及
経
名

者
、
是

諸
善
男
子
・
善
女
人
、
皆
為

一
切
諸
佛

共
所

護
念
、
皆
得

不

退

転
於
阿

多
羅
三

三
菩
提
。
是
故
舎
利
弗
、
汝
等
皆
當

信

受
我
語
及
諸
仏
所
説
。
舎
利

弗
、
若
有

人
、
已
発
願
、
今
発
願
、
當
発
願
、
欲

生

阿
弥
陀
仏
国

者
、
是
諸

人
等
、
皆
得

不

退

転
於
阿

多
羅
三

三
菩
提
、
於

彼
国
土
、
若
已
生
、
若

今
生
、
若
当
生
。
是
故
舎
利
弗
、
諸
善
男
子
・
善
女
人
、
若
有

信
者
、
応

當
発

願
生

彼
国
土
。」（『
真
聖
全
』
一
・
七
一
頁
）

「
彼
国
衆
生
、
若
當
生
者
、
皆
悉
究

竟

上
菩
提
、
到

涅
槃
處
。
何
以
故
。

若
邪
定
聚
及
不
定
聚
、
不

能

了

知
建

立
彼
因

故
。」（『
浄
土
真
宗
聖
典
全

書
』
二
・
一
三
四
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
一
〇
四
頁
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
五
八
一
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
五
五
二
頁

『
同
』
二
・
五
八
一
頁
、『
同
』
二
・
五
五
二
頁

『
同
』
二
・
一
三
四
頁
、『
同
』
二
・
一
〇
四
頁

曇
鸞
の
『
論
註
』
の
原
文
は
「『
経
』（
平
等
覚
経
）
言
。
若
人
但
聞

彼
国
土

清
浄
安
楽

剋
念
願

生
、
亦
得

往
生

即
入

正
定
聚
。（
経
に
の
た
ま
は
く
、

「
も
し
人
、
た
だ
か
の
国
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願

ず
れ
ば
、
ま
た
往
生
を
得
て
、
す
な
は
ち
正
定
聚
に
入
る
。）」
と
あ
り
、
原
意
で

は
、
ひ
と
り
の
同
一
人
物
に
お
い
て
、
願
生
、
往
生
、
そ
し
て
入
正
定
聚
が
起
こ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
親
鸞
は
同
一
人
物
の
う
え
で
の
こ
と
で
は
な
く
、

願
生
し
よ
う
と
す
る
も
の
（
未
往
生
者
）
と
往
生
を
得
る
も
の
（
既
往
生
者
）
と

い
う
二
種
類
の
正
定
聚
の
機
を
説
示
し
、
未
往
生
者
は
現
生
に
お
い
て
入
正
定
聚

と
な
る
こ
と
を
顕
し
た
。（『
真
聖
全
』
一
・
三
二
四
頁
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
五
八
二
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
五
五
三
頁

七
七

親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義



『
同
』
二
・
六
六
五
頁
、『
同
』
二
・
六
〇
七
頁

『
同
』
二
・
四
八-

四
九
頁
、『
同
』
二
・
三
三
頁

「
阿
弥
陀
佛
本
願
如

是
。
若
人
念

我
称

名
自
帰
、
即
入

必
定

得

阿

多

羅
三

三
菩
提
。
是
故
常
應

憶
念
。」（『
真
聖
全
』
一
・
二
五
九
頁
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
二
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
四
四
頁

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
一
五-

六
一
六
頁
、『
真

聖
全
』
二
・
五
八
三
頁
）

「
易
行
道
者
、
謂
但
以

信
佛
因
縁

願

生

浄
土
。
乗

佛
願
力

便
得

往

生

彼
清
浄
土
。
佛
力
住
持
即
入

大
乗
正
定
聚
、
正
定
即
是
阿
毘
跋
致
。
譬
如

水
路

乗

船
則
楽
。
此
『

量
寿
経
優
婆
堤
舎
』

上
衍
之
極
致
不
退
之
風
航
者
也
。」

（『
真
聖
全
』
一
・
二
七
九
頁
）

『
真
聖
全
』
一
・
三
四
四
頁

内
藤
知
康
「
親
鸞
聖
人
に
お
け
る
往
生
」（『
真
宗
研
究

四
五
』
一
〇
三-

一

一
六
頁
）

「
然
煩
悩
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
群
萌
、
獲

往
相
回
向
心
行
、

時
入
大
乗
正

定
聚
之
数
。
住

正
定
聚

故
必
至

滅
度
。」（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
集
』
二
・
一
三

三
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
一
〇
三
頁
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
九
四
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
七
二
頁
、「
一
心
則

清
浄
報
土
真
因
也
。
獲

得
金
剛
真
心

者
、
横
超

五
趣
八
難
道
、
必
獲

現
生
十

種
益
。
何
者
為

十
。
一
者
冥
衆
護
持
益
、
二
者
至
徳
具
足
益
、
三
者
転
悪
成
善

益
、
四
者
諸
仏
護
念
益
、
五
者
諸
佛
称
讃
益
、
六
者
心
光
常
護
益
、
七
者
心
多
歓

喜
益
、
八
者
知
恩
報
徳
益
、
九
者
常
行
大
悲
益
、
十
者
入

正
定
聚

益
也
。

普
賢
大
円
『
真
宗
概
論
』
一
九
一
頁

「
釈
迦
諸
仏
の
弟
子
」・
・『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
九
八
頁
、『
真
聖
全
』

二
・
七
五
頁
、「
言

眞
佛
弟
子

者
、
眞
言
對

偽
對

也
。
弟
子
者
釋
迦
・
諸

佛
之
弟
子
、
金
剛
心
行
人
也
。
由

斯
信
行

必
可

超

證
大
涅
槃

故
、
曰

眞
佛

弟
子
。」

「
善
き
親
友
」・
・『
同
』
二
・
九
九
頁
、『
同
』
二
・
七
五
頁
、「
聞

法
能
不

忘
、
見
敬
得
大
慶
、
則
我
善
親
友
。」

「
便
同
弥
勒
」・
・『
同
』
二
・
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁
、『
同
』
二
・
七
九
頁
、

「
王
日
休
云
、「
我
聞

『

量
寿
経
』、
衆
生
聞

是
佛
名

信
心
歓
喜
乃
至
一
念
、

願

生

彼
国
、
即
得

往
生
、
住

不
退
転
。
不
退
転
者
梵
語
謂

之
阿
惟
越
致
。

『
法
華
経
』
謂
弥
勒
菩
薩
所
得
報
地
也
。
一
念
往
生
、
便
同

弥
勒
。
佛
語
不

虚
、

此
『
経
』
寔
往
生
之
径
術
、
脱
苦
之
神
方
。
応
二
皆
信
受

」。

「
如
来
と
等
し
」・
・『
同
』
二
・
一
〇
三
頁
、『
同
』
二
・
七
九
頁
、「『
大
経
』

（
巻
下
）
言
、「
佛
告

弥
勒

、
於

此
世
界

有

六
十
七
憶
不
退
菩
薩
、
往

生
彼

国
。
一
一
菩
薩
、
已
曾
供

養

数
諸
佛
、
次
如

弥
勒
。」
こ
の
次
如
弥
勒
に
つ

い
て
は
、『
一
念
多
文
意
』
で
解
釈
さ
る
よ
う
に
、「
次
」
は
ち
か
し
、
つ
ぎ
に
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
弥
勒
は
釈
迦
入
滅
後
、
五
十
六
億
七
千
万
年
の
後
に
妙
覚
に

至
り
、
正
定
聚
の
機
も
次
の
生
で
不
退
の
位
で
大
般
涅
槃
に
至
る
の
で
、
弥
勒
の

如
し
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
四
〜
六
六

五
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
六
〇
七
頁
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
一
〇
三
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
七
九
頁

貞
慶
は
「
興
福
寺
奏
状
」
に
お
い
て
「
九
箇
条
の
失
の
事
」
を
あ
げ
て
特
に
第

三
と
し
て
「
釈
尊
を
軽
ん
ず
る
失
」、
第
八
に
「
釈
衆
を
損
ず
る
失
」
と
し
て
法

然
を
論
難
し
た
。
ま
た
、
高
弁
は
「
摧
邪
輪
」
の
な
か
で
法
然
を
釈
尊
の
怨
敵
と

し
て
い
る
。
貞
慶
や
高
弁
は
、
正
法
の
時
代
で
あ
る
釈
尊
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
、
戒
律
を
実
践
す
る
こ
と
で
釈
尊
の
真
仏
弟
子
で
あ
る
と
い
う
復
古

運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
釈
迦
の
正
法
時
代
へ
復
帰
は
、
第
二
の
釈
迦
で
あ
る
弥

勒
信
仰
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
釈
迦
へ
の
復
古
運
動
は
末

法
の
時
代
相
応
の
教
え
で
あ
る
専
修
念
仏
を
展
開
し
た
法
然
浄
土
教
と
対
立
し
、

激
し
い
批
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
普
賢
晃
寿
『
親
鸞
教
義
論
考
』
二
七

二

二
七
五
頁
参
照
、
武
田
晋
「
真
仏
弟
子
釈
の
一
背
景
」（『
真
宗
学
一
〇
三
』

五
九-

八
七
頁
）
参
照
。

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
八
五
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
六
三
頁

『
末
燈
鈔
』
第
四
通
（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
七
八
四
頁
、『
真
聖
全
』

二
・
六
六
二
〜
六
六
三
頁
）「
こ
れ
は
経
の
文
な
り
。『
華
厳
経
』
に
の
た
ま
は
く
、

「
信
心
歓
喜
者
與
諸
如
来
等
」
と
い
ふ
は
、
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
は
も
ろ
も
ろ
の

七
八



如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
な
り
。
も
ろ
も
ろ
の
如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
は
、
信
心
を

え
て
こ
と
に
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
を
、
釈
尊
の
み
こ
と
に
は
、「
見
敬
得
大
慶
則
我
善

親
友
」
と
と
き
た
ま
へ
り
。
ま
た
弥
陀
の
第
十
七
の
願
に
は
、「
十
方
世
界

量

諸
佛
不
悉
咨
嗟
称
我
名
者
不
取
正
覚
」
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
り
。
願
成
就
の
文
に
は
、

「
よ
ろ
づ
の
佛
に
ほ
め
ら
れ
、
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
」
と
み
え
た
り
。
す
こ
し
も
う

た
が
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
文
ど
も
を
あ
ら
は
し
し

る
す
な
り
。」

『
一
念
多
念
文
意
』『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
六
三
頁
、『
真
聖
全
』

二
・
六
〇
五
頁
。

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
一
八
〇
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
一
四
一
頁
。
親
鸞

の
往
生
の
定
義
と
し
て
、「
真
仏
土
文
類
」
の
以
下
の
引
文
を
参
考
と
し
た
。「
言

往
生
者
、『
大
経
』
言
「
皆
受
自
然

之
身

極
之
体
」。
已
上
『
論
』
曰
「
如
来

浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」。
又
云
「
同
一
念
仏
無
別
道
故
」。
已
上
又
云
「
難
思
議
往

生
」
是
也
。」

『
浄
土
和
讃

弥
陀
経
讃

八
〇
』（
国
宝
高
田
専
修
寺
本
）（『
浄
土
真
宗
聖
典

全
書
』
二
・
三
七
九
頁
）
に
は
、「
摂
取
」
の
左
訓
に
「
摂
は
も
の
の
逃
ぐ
る
を

追
は
へ
取
る
な
り
。
摂
は
お
さ
め
と
る
。
ひ
と
た
び
と
り
て
永
く
捨
て
ぬ
な
り
、

お
さ
め
と
る
な
り
。
取
は
迎
え
と
る
。」
と
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
摂

に
つ
い
て
、
お
さ
め
と
る
と
解
釈
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
も
の
の
逃
ぐ
る
を
追
は

へ
と
る
」
と
左
訓
し
て
い
る
こ
と
は
、
光
明
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
も
、
如
来
に

背
を
む
け
て
い
る
衆
生
の
す
が
た
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
八
九-

六
九
一
頁
、『
真
聖

全
』
二
・
六
四
二

六
四
三
頁
）「
選
択
不
思
議
の
本
願
、

上
智
慧
の
尊
号
を

き
ゝ
て
、
一
念
も
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
な
き
を
真
実
信
心
と
い
ふ
な
り
。
金
剛
心
と

も
な
づ
く
。
こ
の
信
楽
を
う
る
と
き
か
な
ら
ず
摂
取
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ば
、

す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
な
り
。」、『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
浄
土

真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
〇
四-

六
〇
五
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
五
七
八
頁
）「
如

来
よ
り
御
ち
か
ひ
を
た
ま
は
り
ぬ
る
に
は
、
尋
常
の
時
節
を
と
り
て
臨
終
の
称
念

を
ま
つ
べ
か
ら
ず
、
た
ゞ
如
来
の
至
心
信
楽
を
ふ
か
く
た
の
む
べ
し
と
也
。
こ
の

真
実
信
心
を
え
む
と
き
、
摂
取
不
捨
の
心
光
に
い
り
ぬ
れ
ば
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ

に
さ
だ
ま
る
と
み
え
た
り
。」

『
末
燈
鈔
』
第
二
通
（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
七
八
一
頁
、『
真
聖
全
』

二
・
六
六
〇
頁
）「
真
実
信
心
を
え
た
る
ゆ
へ
に
、
か
な
ら
ず
真
実
の
報
土
に
往

生
す
る
な
り
と
し
る
べ
し
。」、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

二
・
五
七
七
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
五
五
一
頁
）「
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住

し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。」

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
七
頁
、『
真
聖
全
』
二
・
一
頁
。

『
真
聖
全
』
二
・
七
七
三
頁

内
藤
知
康
「
宗
祖
教
義
に
お
け
る
往
生
と
成
仏
」（『
中
央
仏
教
学
院
紀
要

七

号
』
三
九-

五
五
頁
）

桐
渓
順
忍
「
如
来
に
等
し
｜
一
益
法
門
を
め
ぐ
り
て
｜
」（『
真
宗
研
究

二

八
』
一
四
九-

一
六
〇
頁
）

村
上
速
水
「
親
鸞
の
喜
び
｜
現
生
正
定
聚
の
理
解
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
大
学
論

集

四
〇
〇
・
四
〇
一
』
八
八-

一
〇
二
頁
』）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
本
論
文
に
は
そ
の
要
約

を
記
し
て
い
る
。

①

W
h
en d

id y
o
u en

co
u
n
ter th

e tea
ch
in
g o

f Jo
d
o S

h
in
sh
u
?

浄
土
真
宗
の
み
教
え
つ
い
て
、
い
つ
出
会
い
ま
し
た
か

②

H
o
w
 
d
id y

o
u en

co
u
n
ter th

e tea
ch
in
g o

f Jo
d
o S

h
in
sh
u
?

浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
い
ま
し
た
か

③

P
lea
se sh

a
re y

o
u
r relig

io
u
s ex

p
erien

ce,
a
w
a
k
en
in
g
,
o
r tra

n
s-

fo
rm
a
tio
n
.

あ
な
た
の
宗
教
的
体
験
に
つ
い
て
、
以
前
と
自
分
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
話
し
て
く
だ
さ
い
。

④
W
h
a
t d
o
es th

e co
n
cep

t o
f th

e P
u
re L

a
n
d m

ea
n to y

o
u
?

あ
な
た
は
浄
土
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
か

⑤

W
h
en d

o y
o
u recite N

a
m
o A

m
id
a B

u
tsu
?
H
o
w
 
d
o y

o
u feel

 
w
h
en y

o
u recite it?

七
九

親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚
の
意
義



い
つ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
ま
す
か

そ
の
と
き
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
す
か

⑥
D
id
 
th
e
 
Jo
d
o
 
S
h
in
sh
u
 
tea

ch
in
g
 
ch
a
n
g
e
 
th
e
 
w
a
y
 
y
o
u
 
th
in
k

 
a
n
d y

o
u liv

e?
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
よ
っ
て
、
考
え
方
や
生
き
方
が
変
わ
り
ま
し
た

か

⑦

W
h
ich tem

p
le a

ctiv
ities h

elp y
o
u in th

e w
a
y y

o
u liv

e?

い
ろ
い
ろ
な
寺
院
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
あ
な
た
の
毎

日
を
支
え
て
い
る
と
い
え
る
活
動
は
何
で
す
か

参
考
論
文
お
よ
び
参
考
文
献
リ
ス
ト
（
抄
出
）

梯
実
円

「
現
生
正
定
聚
説
の
成
立
と
そ
の
構
造
」『
真
宗
学

七
九
』
一
九
八
九
年

桐
渓
順
忍
「
如
来
に
等
し
」『
真
宗
研
究

二
八
』
一
九
八
四
年

武
田
晋

「
真
仏
弟
子
釈
の
一
背
景
」『
真
宗
学
』
一
〇
三

竜
谷
大
学
真
宗
学
会

二
〇
〇
一
年

内
藤
知
康
「
宗
祖
教
義
に
お
け
る
往
生
と
成
仏
」『
中
央
仏
教
学
院
紀
要
七
号
』
一

九
九
〇
年

内
藤
知
康
「
親
鸞
の
往
生
思
想
」『
真
宗
研
究
会
紀
要

四
〇
』
二
〇
〇
八
年

中
村
元

「
仏
教
の
お
け
る
人
間
論
」『
講
座
仏
教
思
想

第
四
巻
「
人
間
論
・
心
理

学
」』
理
想
社

一
九
七
五
年

深
川
宣
暢
「
伝
道
学
と
し
て
真
宗
人
間
学-

真
宗
に
お
け
る
人
間
の
存
在
と
当
為
」

『
真
宗
研
究

五
五
』
二
〇
一
一
年

普
賢
晃
寿
「
真
宗
者
の
人
間
像
」『
村
上
速
水
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
』
永

田
文
昌
堂

一
九
九
七
年

普
賢
大
円
「
現
生
正
定
聚
に
つ
い
て
」『
真
宗
学

九
』
一
九
五
三
年

普
賢
大
円
「
真
仏
弟
子
の
人
間
像
」『
親
鸞
体
系
思
想
篇
第
十
一
巻
』
法
蔵
館

平
成

元
年

村
上
速
水
「
現
生
正
定
聚
の
理
解
」『
竜
谷
教
学

二
三
』
一
九
八
八
年

村
上
速
水
「
親
鸞
の
よ
ろ
こ
び
」『
龍
谷
大
学
論
集

四
〇
〇
・
四
〇
一
』
一
九
七
三

年

山
本
仏
骨
「
親
鸞
聖
人
の
往
生
思
想
」『
真
宗
学

四
一
・
四
二
』
一
九
七
〇
年

五
十
嵐
明
宝
『
正
定
聚
不
退
転
の
研
究
』
大
東
出
版
社

一
九
九
九
年

大
田
利
生
『
漢
訳
五
本
梵
本
蔵
訳
対
照

無
量
寿
経
』
永
田
文
昌
堂

二
〇
〇
七
年

タ
ナ
カ
・
ケ
ニ
ス
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会

二
〇
一
〇
年

深
川
倫
雄
『
易
行
品
・
浄
土
論
・
往
生
論
註
ノ
ー
ト
』
永
田
文
昌
堂

二
〇
〇
四
年

藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
岩
波
書
店

昭
和
四
五
年 八

〇


